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　令和３年に起こった出来事の中から、境港市の大きなニュース１０個を、
公民館や市民活動センター、市ホームページなどでのアンケートを参考に選考し、
決定しました。
　ご協力頂いた皆さま、ありがとうございました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
令 和３ 年 境 港 市 の令 和３ 年 境 港 市 の

( 令和３年１１月１６日現在・順不同 )

○水木しげる記念館「現地建て替え」とする
　最終提言書を提出

　３月５日、水木しげる記念館あり方検討委員会から、水
木しげる記念館の建て替え場所として「現在地が最も妥当」
などとする検討結果を最終提言書として受け取りました。

○「境夢みなとターミナル」供用開始後、
　「飛鳥Ⅱ」が初寄港

　４月１６日、新ターミナル供用後初のクルーズ客船とし
て「飛鳥Ⅱ」が寄港しました。また、１０月３１日には、「にっ
ぽん丸」が寄港し、少しずつ活気を取り戻しています。

○「空き家利活用シンポジウム　ｉｎ　ＳＡＫＡ
　ＩＭＩＮＡＴＯ」を開催

　３月１３日、空き家問題やその利活用などについて考え

るシンポジウムを開催しました。明治大学野澤千絵教授の

基調講演やパネルディスカッションなどを行いました。

○はまるーぷバス運行２０周年

　買い物や通院など、日常生活の交通手段としてご利用い
ただいている「はまるーぷバス」が、令和３年４月に運行
２０周年を迎えました。
（写真は、運行開始当時の初代はまるーぷバスです。）
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○新型コロナワクチンの一般接種が始まる
　（１２月９日現在　２回目接種率８６．０％）

　４月２６日、境港市でのワクチン接種を開始しました（先
行した医療従事者等を除く）。接種のご相談は、境港市コー
ルセンター（☎０１２０－０５－０８５９）まで。

○東京オリンピック　瀬川和正選手、大部由美コー
　チ出場・県内聖火リレーは境港からスタート

　５月１２日、聖火リレーが境港市内を走り抜けました。
　また、セーリング競技（男子フィン級）に瀬川和正選手
が、女子サッカーでは大部由美コーチが出場されました。

○市民交流センター　緞帳デザイン決定・
　愛称は「みなとテラス」に決定

　６月２４日の審査委員会で、ホール舞台に設置する緞帳

のデザインを決定しました。また１０月には、センターの

愛称が「みなとテラス」に決定しました。

○７月１２日に豪雨　観測史上１位
　降水量８０．５ｍｍ／時間　市内各地で内水氾濫

　暖かく湿った空気が流れ込んだ影響で、朝から激しく雨
が降り、午前８時頃の降水量は観測史上最大を記録しまし
た。これにより、内水氾濫による被害が発生しました。

○美保基地に空中給油・輸送機ＫＣー４６Ａが
　納入

　１０月２９日、航空自衛隊美保基地へ新型の空中給油・
輸送機ＫＣー４６Ａが納入されました。この日は、同機に
よる展示飛行や、周辺での騒音測定などが行われました。

○島根原発２号機に関する住民説明会を開催

　１０～１１月、島根原子力発電所に関する住民説明会を
ＳＡＮＫＯ夢みなとタワーや、各地区公民館などで行いま
した。島根原発２号機の新規制基準適合性審査結果に関す
ることや、原子力防災に関する事などを説明しました。

作品名「潮騒が聞こえる」　　　　　　　　　　ⓒ水木プロ
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　市内事業者を応援しましょう！

▼「境を応援　さかエ～ル！　～お買い物・お食事は市内で～」

　新型コロナウイルスによる苦境が、市内事業者へ未だ続いている状況です。

　次のような取り組みにより、市内事業者を応援しましょう。

　・今こそ地元のお店を積極的に利用する。

　・感染予防対策をしている市内飲食店で食事、あるいはテイクアウトする。

　・地元の水産物や野菜を積極的に購入する。

　・帰省できない親族・友人に普段観光客が買うお土産品を送り、ふるさとを感じてもらう。

▼鳥取県新型コロナ安心対策認証店特別応援キャンペーン

　（プレミアム付きお食事クーポン券の販売）

　鳥取県が認証する新型コロナ安心対策認証店のうち、キャンペーンに参加する飲食店が各店

舗で使える２５％のプレミアム付きお食事クーポン券を販売しています。境港市内の飲食店も

参加していますので、お得なクーポン券を活用して応援しましょう。

　◇クーポン券について

　　１冊あたりの販売額は4,000円で、5,000円分（500円×10枚）の飲食ができます。

　◇購入期限　1月31日（月）

　◇使用期限　３月31日（木）

　◇注意事項　・キャンペーンの参加飲食店の店頭で購入できます。

　　　　　　　・購入した店舗でのみ、使用できます。（購入店舗以外での使用は不可）

　　　　　　　・購入は一人1回にあたり1冊までです。

　　　　　　　・限定販売のため、店舗によっては完売している場合があります。

▼問い合わせ先　鳥取県　販路拡大・輸出促進課　☎０８５７－２６－７７６７

　引き続き、感染予防をお願いします
　ワクチンを接種した人も、引き続き感染予防の徹底をお願いします。

　体調が悪い時は無理に登校・出勤をせず、かかりつけ医または受診相談センターまでご相談

ください。

　受診相談センター　☎０１２０－５６７－４９２（夜間は米子保健所　☎３１－００２９）
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　令和３年度子育て世帯への臨時特別給付金（先行給付）について
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援するため、18歳以下の子どもに臨時特別

給付金（５万円）を給付します。

　原則、申請手続きが不要で給付を行いますが、一部申請手続きが必要です。

※残りの５万円の給付については、今月中に給付を予定していますが、詳細が決まり次第、市ホームペー

　ジでお知らせします。

▼対象者

　◇令和３年９月分の児童手当を受給している人

　◇令和３年９月３０日（基準日）時点で、平成15年４月２日～平成18年４月１日の間に生まれた

　　児童（高校生等）を養育する父母等のうち所得の高い人

　◇令和３年９月１日～令和４年３月31日の間に新しく生まれた児童（新生児）の児童手当を受給して

　　いる人

　※所得制限　対象者の所得が児童手当の所得制限限度額内の人に限ります。

　　特例給付該当者（所得が基準を上回る人）は、給付対象外です。

▼給付金額　対象児童１人につき５万円

▼申請手続

　①児童手当を受給している世帯（公務員以外の世帯）については、申請不要で先行給付をおこなってい

　　ます。

　②高校生のみを養育する世帯で対象となる人には、12月末までに通知を送付しています。

　　届いていない場合はご連絡ください。

　③境港市から児童手当を受給していない公務員の世帯で対象となる人には、今月中に申請書を送付する

　　予定です。

▼問い合わせ先　子育て支援課　児童係　☎４７－１０４６

　あなた自身とあなたの大切な人を守るため

　　ワクチン接種をご検討ください

　感染力の高さが懸念されるオミクロン株の感染が国内でも確認されています。

　オミクロン株は、これまでに確認された新型コロナウイルスの変異株の中で最も多くの変異があると言

われています。

　ワクチンを接種すると、万一感染した場合でも、重症化を防ぐ効果があると言われています。

　感染拡大に備えて、未接種の人は、ぜひワクチン接種をご検討ください。

▼ワクチン接種の予約方法

　市ホームページからのＷｅｂ予約・境港市コールセンターでの電話予約が可能です。

　◇Ｗｅｂ予約

　　●https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?

　　　view=111443

　　（サイトメンテナンス等を除き、休日や夜間を含む２４時間対応）

　◇電話予約

　　境港市コールセンター　☎０１２０－０５－０８５９

　　（受付時間　平日（年末年始を除く）午前８時３０分～午後５時１５分　土曜日午前８時３０分～正午）

Web
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境港市議会議員一般選挙　　投票日は投票日は２月６日（日）２月６日（日）
不 在 者 投 票

　指定された病院や施設に入院・入所中の人は、
それぞれの病院や施設の長に申し出れば不在者
投票をすることができます。
　仕事などで境港市以外の市町村に滞在してい
る場合は、投票用紙を境港市選挙管理委員会に
請求して、滞在先の市町村の選挙管理委員会で
投票することができます。
　請求の手続き等、詳しいことは境港市選挙管
理委員会事務局にお問い合わせください。

郵便による自宅などからの不在者投票

　身体に一定の重度の障がいがあり、郵便投票
証明書の交付を受けている人は、自宅などで投
票用紙に記載して、郵便で選挙管理委員会に送
付することができます。

▼郵便による不在者投票ができる人
（１）身体障害者手帳の交付を受けている人で、
　　以下に該当する人
　◇両下肢、体幹、移動機能（１級か２級）
　◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸（１
　　級か３級）
　◇肝臓、免疫障害（１級から３級まで）
（２）戦傷病者手帳の交付を受けている人で、以
　　下に該 当する人
　◇両下肢、体幹（特別項症から第２項症まで）
　◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、
　　肝臓（特別項症から第３項症まで）
（３）介護保険の被保険者証の交付を受けてい
　　る人で、以下に該当する人
　◇要介護状態区分「要介護５」

▼郵便投票による不在者投票の代理記載
　郵便による不在者投票ができる条件に該当す
る人で、次のような障がいをお持ちの人は、あ
らかじめ選挙管理委員会に届け出た代理記載人
に投票用紙に記入してもらうことができます。
　◇身体障害者手帳の交付を受けており、上肢
　　または視覚の障がいが１級の人
　◇戦傷病者手帳の交付を受けており、上肢ま
　　たは視覚の障がいが特別項症から第２項症
　　までの人

選 挙 公 報 を ご 覧 く だ さ い

　候補者の氏名、経歴、政見などを掲載した選
挙公報を投票日２日前（２月４日）までに各世
帯に郵送します。なお、市ホームページにも掲
載します。

商店や事業所の責任者へのお願い

　職員や従業員の皆さんが、投票しやすいよう
に、ご配慮をお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策について

　新型コロナウイルス感染症対策として、投票
所では以下の対策に取り組みます。
＜選挙管理委員会がおこなう感染症対策＞
◇投票所入口に手指消毒液を備え置きます。ま
　た、投票所内の記載台等の消毒に努めます。
◇使い捨ての鉛筆をお渡しますので投票用紙等
　への記載にご利用ください。
※持参した鉛筆を使用することができます（ボー
　ルペンはご遠慮ください）。
◇投票所内は適宜換気を行います。
◇投票管理者、投票立会人および事務従事者は、
　マスクを着用します。
＜有権者の皆さんにお願いする感染症対策＞
◇投票に来られる時は、マスクの着用をお願い
　します。
◇周りの人との距離を保っていただきますよう
　ご協力をお願いします。
◇帰宅後の手洗いやうがいの徹底をお願いしま
　す。
◇密をさけるため、混雑する日・時間帯を避け
　て投票しましょう。
　投票所に選挙人が集中することを避けるため、
期日前投票を利用するなどして、分散にご協力
ください。
【混雑する日および時間帯】
　投票日直前の週末（金曜日・土曜日）は大変
混み合います。
　午前中（９時～１２時）は混雑する傾向があ
ります。午後は比較的すいています。
〈参考〉令和２年７月１２執行境港市長・市議会
　　　議員補欠選挙の投票人数状況
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　任期満了に伴う境港市議会議員一般選挙を、２月６日（日）に実施します。

１月３０日（日）が立候補の届出日で、投票日前日の２月５日（土）まで、７日間にわたって選挙運

動がおこなわれます。

　私たち市民にとって一番身近な選挙であり、市の将来を決める大切な選挙です。

　大切な一票を棄権することなく投票しましょう。

▼問い合わせ先

　　選挙管理委員会事務局（☎４７－１０８１ または １０８２）

今 回 の 選 挙 に 投 票 で き る 人

　今回の選挙に投票できるのは、以下の項目すべ
てに該当する人です。
◇平成１６年２月７日以前に生まれた人
　（満１８歳以上の人）
◇令和３年１０月２９日以前から市内に住民登録
　をして住んでいる人
◇市の選挙人名簿に登録されている人 
※ただし、投票日の前日までに境港市から市外に
　転出した人は投票できません。

入 場 券 の 再 交 付

　有権者の皆さんには、あらかじめ入場券を郵送
します。
　入場券をなくした、または届かない場合でも、
投票所で申し出れば、入場券が再交付され投票す
ることができます。

文 字 が 書 け な い 人 の 代 理 投 票

　病気などの理由により自分で文字を書くことが
できない場合は、投票所で申し出てください。係
員が本人に代わって候補者の氏名を記入します。
※家族などが代理で記入することはできません。

投票日に用事のある人は期日前投票を

　投票日に仕事などで投票所へ行けない人は、期
日前投票をすることができますので、積極的な利
用をお願いします。期日前投票ができる期間、時
間および投票場所は以下のとおりです。
◇期　間　１月３１日（月）～２月５日（土）
◇時　間　午前８時３０分から午後８時まで
◇投票場所　保健相談センター　講堂

投票時間は午前７時から午後８時まで

　投票日には、市内１２カ所に投票所が設けられ
ます。
　有権者の皆さんは、入場券に記載されている投
票所で投票してください。

投票所名 施 設 名

第１投票所 渡公民館

第２投票所 外江公民館

第３投票所 芝町会館

第４投票所 境西地区学習等供用施設
（しおさい会館）

第５投票所 境公民館

第６投票所 境東地区学習等供用施設
（なぎさ会館）

第７投票所 上道公民館

第８投票所 中野町会館

第９投票所 老人福祉センター
（浜の里）

第10投票所 誠道公民館

第11投票所 三軒屋町会館別館
（あじさいホール）

第12投票所 中浜公民館集会所

境港市議会議員一般選挙　　投票日は境港市議会議員一般選挙　　 ２月６日（日）

入場券の裏面を期日前投票宣誓書として利用できます

　期日前投票をされる場合、宣誓書に記入が必要ですが、事前に記入してご持参いただくと、受け付け
が早くできます。ぜひご活用ください。
　※投票日当日に投票する人は記入不要です。
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還付申告のお知らせ

●申告に必要なもの●
□マイナンバーが確認できるマイナンバーカードや通知カードなど

　申告書には申告者本人や控除対象の配偶者・障がい者、扶養親族および事業専従者などのマイナンバーの記載も必要です。

□本人確認書類またはその写し（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

　※代理人が申告する場合、申告者と代理人両方の本人確認書類が必要です。

□利用者識別番号が記載されたもの（税務署からのお知らせはがき、昨年会場で発行された紙）

　（あらかじめ持っている人のみ）

□申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付申告の場合）

□所得額がわかるもの

　①給与所得や、公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人　⇒　支払調書などの支払いの明細がわかるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書 など

□控除額がわかるもの

　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人 ⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額がわかるもの

　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付が必要です。

　③障害者控除を受ける人　⇒　障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書 など

　　【障害者控除対象者認定書を利用する場合】

　　　要介護認定を受けている人のうち、令和３年１２月３１日現在６５歳以上で、一定の要件に該当する人は、障害者

　　手帳を持っていなくても、長寿社会課から発行される障害者控除対象者認定書で障害者控除を受けることができます。

　　　詳しくは、長寿社会課高齢者福祉係（☎４７－１０３９）までお問い合わせください。

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書、証明書 など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　　ふるさと納税ワンストップ特例を利用した人は、申告をしなくても寄附金税額特別控除（市・県民税）が受けられ

　　ますが、確定申告書を提出すると特例申請は無効となりますので、申告の際には必ず特例分を含めた全ての寄附金の

　　証明書をご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人　⇒　医療費控除の明細書（様式は国税庁ホームページからダウンロードして作成）など

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人⇒　家屋・土地の登記事項証明書（登記簿謄本）、借入金の年末残高等証明書、

　　請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・取得価格がわかる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し、

　　補助金等の額または住宅取得資金の贈与を受けた額がわかるものの写し など

　所得税の還付申告および市・県民税の申告は　
　２月１日（火）から受け付けます　

▼と　き　２月１日（火）～３月１５日（火）　※土・日・祝日を除く

◇受　　付　午前８時３０分～午後４時（混雑状況によっては、予定より早く

　　　　　　受け付けを終了することがあります。）

◇申告相談　午前９時～正午、午後１時～５時

▼ところ　保健相談センター２階　研修室

※受付順に申告相談を行います。

　混み合う際は長時間お待ちいただく場合があります。

※期間中、税務課の窓口では作成済の申告書の提出のみ受け付けます。

※確定申告が始まる２月1６日（水）以降は、大変混雑することが予想されます

　ので、還付申告をされる人は、早めの申告をお願いします。

※市民交流センター建設工事に伴い、敷地内の駐車場が一部使えません。（収容台数に限りがあります。）

【お願い】◇感染症拡大防止のため、会場入室前の消毒・検温・マスク着用、渡航歴等の聴取にご協力をお願いします。

　　　　　◇例年、受付開始前から大変混雑します。３密を防ぐため、受付開始時間より早く来場して会場で待たないよう

　　　　　　ご協力お願いします。

◇３密を防ぐため、１日の入場者数を制限する場合がありますのであらかじめご了承ください。

※ご協力いただけない場合は入場をお断りする場合があります。

▼問い合わせ先　◇市・県民税　税務課　市民税係　☎４７－１０１７　　◇所得税　米子税務署　☎３２－４１２１

　　　　　　　　※米子税務署での申告相談は１月２４日（月）から行います。

市報さかいみなと　8
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市

政

概

要

報

告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
30
日
報
告
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
・
換
気
の
徹

底
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
予
防
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
重
症
化
予
防
等
に

効
果
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
今
月

18
日
現
在
で
、
１
回
以
上
接
種
さ
れ
た

方
が
、
65
歳
以
上
で
93
％
、
64
歳
以
下

で
82
％
、
全
体
で
は
86
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
済
生
会
境
港
総
合
病
院

と
境
港
医
師
協
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
集
団
接
種
と
個
別
接
種
を
実
施
し

た
ほ
か
、
境
港
水
産
振
興
協
会
が
主
体

と
な
り
、
職
域
接
種
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
接
種
率
は
先
ほ
ど
申

し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
86
％
を
超
え
、

大
規
模
な
集
団
接
種
会
場
を
維
持
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
月

か
ら
は
済
生
会
境
港
総
合
病
院
と
市
内

開
業
医
で
３
週
間
に
１
度
接
種
を
行
う

体
制
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
回
目
の
接
種
か
ら
８
か
月

を
経
過
し
た
方
に
対
す
る
３
回
目
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
の
開
始
を

目
途
に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

に

関

す

る

事

業

者

支

援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
経
営
上
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
者
の
方
々
を
支
援
す
る
た

め
、
先
月
か
ら
一
律
10
万
円
の
事
業
者

応
援
給
付
金
の
給
付
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
受
付
開
始
に
際
し
て
は
、
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
の
新
聞
折

込
、
境
港
商
工
会
議
所
等
を
通
じ
た
案

内
に
加
え
、
本
年
１
月
に
概
ね
同
様
の

支
給
要
件
で
実
施
し
た
緊
急
支
援
給
付

金
を
受
給
し
た
事
業
者
へ
の
個
別
案
内

も
行
う
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
周
知
を

図
り
、
今
月
18
日
現
在
で
３
６
７
件
、

３
６
７
０
万
円
を
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
に
再
度
配
布
し
た
全
市
民
へ
の

商
品
券
と
子
育
て
世
帯
へ
の
食
事
券
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
18
日
現
在
で
あ

わ
せ
て
85
％
、
１
億
６
千
万
円
余
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
期
限
で
あ
る

来
月
末
が
近
づ
い
て
お
り
、
使
い
切
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
鳥
取
県
が
実
施
し
て
い

る
コ
ロ
ナ
禍
緊
急
応
援
金
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
安
心
対
策
認
証
店
を
取
得
し
た
飲

食
店
の
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
食
事
券
の
販
売
）
な
ど
の
支

援
策
に
つ
い
て
も
、
事
業
者
応
援
給
付

金
と
同
様
に
、
様
々
な
方
法
で
周
知
を

図
り
、
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

ま

ち

づ

く

り

総

合

プ

ラ

ン

　

境
港
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
３
千

人
を
対
象
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
や
、
学
校
区
ご
と
に

実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
で
の
ご
意
見
等
を
参
考
と
し
て
、

計
画
の
素
案
を
策
定
し
、
今
月
４
日
と

25
日
に
開
催
し
た
「
境
港
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
」
に
お
い
て
、
こ
の
素
案
に
つ

い
て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
取
り
ま

と
め
た
計
画
案
に
つ
い
て
、
都
市
計
画

審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
来
年
１
月
の

計
画
策
定
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
期
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ

ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
18
日
の
第

２
回
境
港
市
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い

て
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画
か
ら
な

る「
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
」

の
素
案
に
つ
い
て
、
ご
協
議
・
ご
検
討

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
に
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
」「
将
来
都
市
像
」「
基
本
目

標
」
を
示
し
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
に
５
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
施
策
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
で
表
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
お
り
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

踏
ま
え
、
第
３
回
審
議
会
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
、
答
申
を
い
た
だ
き
、
来
年

３
月
定
例
会
に
議
案
と
し
て
提
案
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

共

生

社

会

の

実

現

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
を
地
域
全

体
で
支
え
る
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
」

の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
相
談

支
援
事
業
所
１
カ
所
、
短
期
の
受
け
入

れ
を
行
う
短
期
入
所
事
業
所
２
カ
所
に
、

緊
急
時
の
対
応
を
担
う
事
業
所
と
し
て

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
内
障
が
い
福
祉
作
業

所
が
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
作
業

な
ど
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

製
し
、
境
港
商
工
会
議
所
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
市
内
会
員
企
業
に
配
付
し

ま
し
た
。
２
つ
の
企
業
よ
り
派
遣
の
依

頼
が
あ
り
、
先
月
か
ら
４
人
の
方
が
就

労
を
開
始
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
分
野
で
は
、
鳥
取
県
農

福
連
携
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
、
農
家
へ
の
意
向
調
査
や
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
就
労
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
１
つ

の
農
業
法
人
よ
り
派
遣
の
依
頼
が
あ
り
、

先
月
か
ら
３
人
の
方
が
就
労
を
開
始
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

多
様
性
を
認
め
る
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
市
報
や
各
種
講

座
で
の
資
料
配
布
な
ど
に
よ
り
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
理
解
促
進
や
、
制
度

導
入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の
概
要

に
つ
い
て
、
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
市
の
関
係
部
署
職
員
に
よ

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
検

討
会
」
を
組
織
し
、
制
度
設
計
や
、
利

用
が
可
能
と
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
研
修
を

通
じ
て
、
職
員
の
理
解
促
進
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
月
17
日
に
は
、
境
港
市
男
女
共
同

参
画
推
進
審
議
会
で
も
、
現
段
階
の
本

市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
（
案
）

に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

月
定
例
市
議
会
報
告

12
月
定
例
市
議
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
伊
達
市
長
か
ら
市
政
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

共

生

社

会

の

実

現

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

ま

ち

づ

く

り

総

合

プ

ラ

ン
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今
後
、
当
事
者
の
方
、
そ
の
支
援
者

の
方
と
の
意
見
交
換
を
行
う
機
会
を
設

け
、
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
来
年

度
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

先
月
、
本
市
で
初
め
て
と
な
る
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
の
国
際
交
流
員
が
着
任
し
ま

し
た
。
着
任
後
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
や
や

さ
し
い
日
本
語
で
の
情
報
発
信
、
市
役

所
窓
口
で
の
通
訳
、
日
本
語
教
室
等
の

多
文
化
共
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
３
日
に
、
市
内
で
暮
ら

す
外
国
人
を
対
象
に
防
災
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
震
等
の
災
害
や
防
災
に

つ
い
て
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
書
か
れ

た
展
示
物
を
使
い
説
明
し
た
ほ
か
、
起

震
車
で
の
地
震
体
験
や
消
火
器
訓
練
、

消
防
署
員
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
の
講

習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

12
人
の
方
に
は
、
当
日
に
得
た
知
識
や

経
験
を
い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
相
互
理
解
の
促
進
も
図
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
月
19
日
に
は
、
第
26
回
環
日
本
海

拠
点
都
市
会
議
が
韓
国
浦
項
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
対
面
方
式

と
ウ
ェ
ブ
会
議
方
式
を
組
み
合
わ
せ
た

形
式
で
開
催
さ
れ
、
本
市
を
含
む
国
内

３
市
は
ウ
ェ
ブ
会
議
方
式
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

４
か
国
11
都
市
の
代
表
が
「
環
日
本

海
拠
点
都
市
間　

経
済
交
流
及
び
文

化
・
観
光
の
活
性
化
方
案
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
を
行
い
、
幅
広
い
分
野
で

さ
ら
な
る
交
流
の
促
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

近

隣

地

域

と

の

共

生

　

中
海
・
宍
道
湖
圏
域
の
発
展
の
基
盤

と
な
る
高
規
格
道
路
網
「
８
の
字
ル
ー

ト
」
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
、
こ
れ
ま
で

行
政
で
行
っ
て
き
た
「
米
子
・
境
港
間

の
高
規
格
道
路
」
の
検
討
を
、
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
幅
広
く
行
う
た
め
、
行
政

に
加
え
、
商
工
団
体
、
観
光
協
会
及
び

学
識
経
験
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
米

子
・
境
港
間
の
高
規
格
道
路
地
元
懇
談

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
元
懇
談
会
は
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
、
こ
の
道
路
の
必
要
性
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
行
政
の
み
な

ら
ず
、
経
済
界
・
地
域
住
民
を
含
め
た
、

地
域
全
体
の
気
運
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
米
子
市
・
境

港
市
・
日
吉
津
村
の
全
世
帯
を
対
象
に

し
た
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
や
、
鳥
取

県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局
や

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
実
際
に
道
路
を
利

用
す
る
方
々
へ
の「
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
」

を
行
う
な
ど
、
幅
広
く
地
元
の
意
見
を

伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

来
月
開
催
を
予
定
し
て
い
る
第
２
回

地
元
懇
談
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

意
見
を
踏
ま
え
、
圏
域
の
発
展
の
基
盤

と
な
る
道
路
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

環

境

対

策

　
「
境
港
市
環
境
基
本
計
画
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
来
月
、
２
回
目
の
環
境
審

議
会
を
開
催
し
、
計
画
の
原
案
に
つ
い

て
ご
審
議
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
を
踏
ま
え
、
年
度
内
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
が
誇
る
海
や
海
辺
を
守
る
た
め

の
海
洋
ご
み
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
月
と
今
月
、
河
川
か
ら
海
に
流
出
す

る
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
を
２
カ
所
の
河
川
に

設
置
し
、
約
１
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し

た
。
今
後
、
２
月
と
３
月
に
も
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
ご
み
の
回
収
と
あ
わ

せ
、
ポ
イ
捨
て
防
止
、
海
洋
ご
み
問
題

等
に
対
す
る
啓
発
に
繋
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
子
市
と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
今
月
14
日
に
「
シ
ー
サ
イ
ド

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
弓
ヶ
浜
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
漂
着
ご
み
の
清
掃
活
動
と
、

海
洋
ご
み
問
題
に
関
す
る
講
演
会
を
実

施
し
、
本
市
や
米
子
市
な
ど
か
ら
合
わ

せ
て
１
９
３
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
を
は
じ
め
、

職
場
や
学
生
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
幅
広

い
層
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
参

加
者
か
ら
は
、
親
子
で
楽
し
め
た
こ
と
、

海
洋
ご
み
や
環
境
の
問
題
を
考
え
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
評
価
す

る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度

は
米
子
市
で
２
回
目
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
引
き
続
き
、
両
市
の
連
携
に

よ
り
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
、
美
保

湾
・
弓
ヶ
浜
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
開
始
し
た
環
境
教
育
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
月
か
ら
今
月

に
か
け
て
、
小
学
６
年
生
を
対
象
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
環
境
問
題
を
「
身
近

な
も
の
」「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、

小
さ
な
こ
と
で
も
「
で
き
る
こ
と
か
ら

行
動
す
る
」
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う

た
め
、
来
年
度
以
降
も
事
業
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

本
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
ハ
イ
ハ
イ

期
親
子
応
援
訪
問
事
業
」
と
「
未
就
園

児
等
全
戸
訪
問
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
先
月
末
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50
件

と
13
件
の
訪
問
を
行
っ
て
お
り
、
順
調

に
事
業
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

孤
立
し
た
り
、
困
り
感
を
抱
え
な
が

ら
子
育
て
し
て
い
る
家
庭
の
早
期
発
見

を
図
る
と
と
も
に
、
身
近
に
相
談
で
き

る
相
手
が
い
な
い
と
い
っ
た
悩
み
の
解

消
に
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
子
育
て
世

帯
が
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
策
定
し
た
「
境
港
市

に
お
け
る
保
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

で
は
、「
待
機
児
童
が
生
じ
な
い
保
育

の
受
け
皿
の
確
保
」、「
一
貫
保
育
の
推

進
」、「
適
切
な
園
の
規
模
の
維
持
」
を

今
後
の
方
針
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
０
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
一
貫
保
育
の
実
現
や
、
公

立
保
育
園
の
民
間
移
管
な
ど
、
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
環
境
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
立
保
育
園
３
園
に
お
い
て
、
老
朽
化

し
た
冷
暖
房
設
備
、
ト
イ
レ
、
厨
房
施

設
な
ど
の
改
修
と
あ
わ
せ
て
、
一
貫
保

育
に
対
応
す
る
た
め
の
保
育
室
の
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
基
本
計
画
の

策
定
に
係
る
補
正
予
算
を
今
議
会
に
提

案
し
て
お
り
ま
す
。

支

え

愛

活

動

の

拡

大

　

地
域
の
支
え
愛
の
輪
を
広
げ
て
い
く

た
め
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な

ど
に
よ
り
、
地
域
の
自
発
的
な
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

余
子
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
７
月
、

販
売
業
者
に
よ
る
移
動
販
売
が
開
始
さ

れ
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
は
も
と
よ

り
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
若
い
人
も
集

う
場
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
月
か
ら
境
地
区
で
も
同
様
の
取
り

組
み
が
始
ま
り
、
他
地
区
で
も
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
支

え
愛
活
動
が
市
内
各
地
区
に
広
が
っ
て

い
く
よ
う
、
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告
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え
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ま
た
、
中
浜
地
区
に
お
き
ま
し
て
、

先
月
、
小
学
生
や
保
護
者
、
高
齢
者
な

ど
の
地
域
住
民
が
参
加
し
て
津
波
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
避
難

訓
練
を
通
じ
て
、「
地
域
の
つ
な
が
り
」

や
「
相
互
扶
助
」
の
機
運
が
一
層
高
ま

っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

健

康

寿

命

の

延

伸

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
７
月
下
旬
以
降
、

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
の
外
出
の
機
会
が
減
り
、
身
体
と
心

の
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
西
部
地

区
の
感
染
拡
大
も
一
定
の
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
て
、
各
地
区
で
活
動
を
再

開
し
て
お
り
ま
す
。

　

９
月
に
は
「
み
ん
な
一
緒
に
フ
レ
イ

ル
予
防
大
作
戦
！
」
と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
収
録
を
行
い
ま
し
た
。「
フ
レ
イ
ル

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」
や
関
係
機
関
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
私
も
参
加
し
た
、
い
き

い
き
百
歳
体
操
や
、
口
腔
体
操
、
タ
オ

ル
体
操
、
脳
ト
レ
な
ど
を
収
録
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
来
月
上
旬
の

完
成
を
予
定
し
て
お
り
、「
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
の
家
」
な
ど
で
行
わ
れ
る
、
フ

レ
イ
ル
予
防
活
動
の
際
に
、
活
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

特
定
健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
等

の
健
診
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
人

で
も
多
く
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
集
団
検
診
の
実
施
回
数
を
昨
年

よ
り
３
回
増
や
し
、
23
回
と
す
る
な
ど

の
改
善
を
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
未
受

診
者
へ
の
勧
奨
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か

ら
、
重
篤
化
し
や
す
い
と
言
わ
れ
る
妊

婦
の
方
や
、
心
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
等

に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
に
も
助
成

範
囲
を
拡
充
し
、
対
象
と
な
る
方
に
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
に
お
け
る
今
季
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
既
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早

め
に
か
か
り
つ
け
医
で
予
約
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続

き
、広
報
・
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
先
月

末
ま
で
の
水
揚
量
は
、
８
万
３
千
ト

ン
余
で
前
年
比
94
％
、
水
揚
金
額
は

１
３
１
億
円
余
で
前
年
比
93
％
と
、
水

揚
量
・
水
揚
金
額
と
も
に
前
年
を
下
回

っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
水
産
ま
つ
り
な
ど
、
例
年

多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
く
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
園

児
が
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
に
つ
い
て
学
ぶ

カ
ニ
集
会
や
、
中
野
港
漁
師
と
園
児
の

交
流
会
、
市
民
を
対
象
と
し
た
魚
の
捌

き
方
教
室
な
ど
は
感
染
予
防
対
策
を
講

じ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
や
関
西
方
面
な
ど
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
中
、

境
港
市
産
地
協
議
会
に
よ
る
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
料
理
教
室
が
東
京
の
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
、
調
理

方
法
の
説
明
に
加
え
、
産
地
境
港
を
Ｐ

Ｒ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
月
11
日
、
生
育
が
遅
く
商
品
に
な

ら
な
い
境
港
サ
ー
モ
ン
を
、
境
港
総
合

技
術
高
等
学
校
の
生
徒
が
捌
き
、
地
元

企
業
が
フ
ラ
イ
に
加
工
し
て
、
小
中
学

校
の
給
食
で
提
供
し
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
境
港
サ
ー
モ
ン
の
生
育
の

様
子
、
高
校
生
が
魚
を
捌
く
様
子
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
動
画
を

視
聴
し
、
地
元
水
産
物
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
資
源
を
守
る
大
切
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

さ

か

い

ポ

ー

ト

サ

ウ

ナ

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
は
、
船
員
の

利
便
性
の
確
保
に
よ
り
港
の
魅
力
向
上

を
図
り
、
漁
船
等
の
寄
港
を
促
す
目
的

で
、
平
成
９
年
に
営
業
を
開
始
し
、
24

年
間
で
約
77
万
人
の
方
に
ご
利
用
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漁
業
環
境
の
変
化

に
よ
り
境
漁
港
へ
寄
港
す
る
漁
船
が
減

少
し
た
こ
と
や
、
他
の
入
浴
施
設
の
開

設
な
ど
の
影
響
に
よ
り
入
浴
者
数
は
減

少
し
、
運
営
状
況
は
赤
字
が
続
き
、
近

年
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

現
在
は
、
老
朽
化
に
伴
う
浴
室
か
ら
の

水
漏
れ
に
よ
り
、
二
つ
の
浴
室
の
う
ち

一
つ
の
営
業
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
利
用

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
水
産
関
係

者
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を
実
施
し
、
施

設
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
施
設
維
持
に
係
る
多
額

の
修
繕
費
や
機
械
設
備
の
更
新
費
が
見

込
ま
れ
る
一
方
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
収

入
が
見
込
め
な
い
こ
と
に
加
え
、
漁
船

等
の
居
住
性
の
向
上
に
よ
り
、
入
港
先

で
の
入
浴
施
設
の
必
要
性
が
薄
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

に
つ
い
て
は
、
来
年
６
月
末
を
も
っ
て
、

施
設
を
廃
止
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
条
例
の
廃
止
を

今
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
廃
止
後
は
、
船
員
の
利
便
性
確

保
を
図
る
施
策
と
し
て
、
船
員
に
対
し
、

市
内
の
入
浴
施
設
の
割
引
券
を
交
付
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、
ご
自

宅
に
お
風
呂
が
な
い
60
歳
以
上
の
方
に

対
し
ま
し
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
利
用
に
つ
い
て
、
周
知
を
図
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

１
月
か
ら
先
月
ま
で
の
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
入
込
客
数
に
つ
き
ま
し
て
は

対
前
年
74
％
の
54
万
人
、
水
木
し
げ
る

記
念
館
の
入
館
者
数
は
対
前
年
72
％
の

５
万
人
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

緊
急
事
態
宣
言
等
が
９
月
30
日
を
も
っ

て
全
都
道
府
県
で
解
除
さ
れ
て
以
降
、

全
国
的
に
人
の
行
き
交
い
が
増
え
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
お
い
て
も
、
徐
々

に
お
越
し
い
た
だ
く
お
客
様
が
増
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
向

け
、
先
月
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
は
、

秋
限
定
の
妖
怪
影
絵
を
追
加
し
た
ほ
か
、

２
年
ぶ
り
に
妖
怪
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
水
木
し
げ
る

記
念
館
を
中
核
と
し
た
さ
か
な
と
鬼
太

郎
の
ま
ち
境
港
市
拠
点
計
画
」
に
基
づ

く
事
業
と
し
て
、
も
の
の
け
三
館
連
携

事
業
に
続
き
、
妖
怪
文
化
を
伝
承
す
る

た
め
の
講
座
を
来
月
か
ら
開
始
し
、
今

後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等

に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
再
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
８
月
と
今
月
に
開
催
し

た
「
基
本
構
想
・
基
本
計
画
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
３
月

に
は
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画
を
取
り

ま
と
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
月
末
に
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
は
２
隻
目
と
な
る「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

が
寄
港
し
、
北
九
州
か
ら
乗
船
さ
れ
た

１
７
９
名
の
方
々
が
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
を
は
じ
め
、
松
江
城
や
出
雲
大
社

な
ど
、
圏
域
各
地
の
観
光
を
楽
し
ま
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

健

康

寿

命

の

延

伸

水

産

業

市

民

の

健

康

づ

く

り

観

光

振

興

さ

か

い

ポ

ー

ト

サ

ウ

ナ
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農

業

の

振

興

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
国
の
事
業
を
活

用
し
、
余
子
地
区
で
取
り
組
ん
で
き
た

農
地
の
再
生
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
月
、
一
連
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
約
３
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
再
生
し
、
五
ケ
井
手
川
へ
の
排
水
路

も
１
カ
所
新
設
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
再
生
農
地
の
説
明
会
を

開
催
し
、
特
産
白
ね
ぎ
栽
培
で
営
農
規

模
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
担
い
手
農

家
２
団
体
と
若
手
農
業
者
４
人
に
農
地

の
配
分
を
行
い
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
財
政
見
通
し
と

令
和
４
年
度
予
算
編
成
方
針

　

本
年
度
の
財
政
見
通
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
と
地
方
交
付
税
に
加
え
、
国
・
県
支

出
金
な
ど
の
特
定
財
源
に
つ
い
て
も
、

概
ね
当
初
予
算
額
を
確
保
で
き
る
も
の

と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
長
期
化
に
伴
い
、
市
税
収
入
や
地
方

交
付
税
の
大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な
い

中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
や
増
加
を
続
け
る
社
会
保
障
関
係
経

費
に
加
え
、
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
運
営
経
費
が
経
常
的
に
必
要
と
な
る

な
ど
、
引
き
続
き
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
の
予
算
編
成
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
未
来
に

つ
け
を
回
さ
な
い
よ
う
、
一
層
規
律
あ

る
財
政
運
営
に
徹
し
、
有
利
な
財
源
の

積
極
的
な
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
債
の
借
入
れ
や
基
金
の
取
崩
し
の
抑

制
を
図
り
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
の

推
進
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現

と
い
っ
た
新
た
な
施
策
に
も
取
り
組
む

な
ど
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

日
本
一
住

み
た
い
ま
ち　

境
港
」
の
実
現
に
向
け

た
諸
施
策
を
「
良
い
も
の
」
は
継
続
・

発
展
さ
せ
、「
変
え
る
べ
き
も
の
」
は

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
大
胆
に
変
え
る

考
え
の
も
と
、
予
算
編
成
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

学

校

教

育

　

小
中
学
校
の
英
語
教
育
を
支
援
す
る

外
国
語
指
導
助
手
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

入
国
制
限
の
た
め
、
２
人
の
着
任
が
遅

れ
て
い
ま
し
た
が
、
先
月
と
今
月
に
１

人
ず
つ
着
任
し
、
６
人
全
員
を
配
置
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
外
国

語
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て

も
、
中
学
校
で
の
職
場
体
験
学
習
や
国

際
理
解
教
育
推
進
活
動
な
ど
が
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
修
学
旅
行

は
、
鳥
取
県
内
や
山
陰
地
方
へ
の
行
程

に
変
更
し
、
全
小
中
学
校
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
新
し
い
学
校
生
活
様
式

の
も
と
、
知
恵
を
絞
り
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
、
感
染
防
止
と
教
育
活
動

の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

市
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
の
基
盤

と
な
る
市
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
整
備
を
行
っ

て
い
る
渡
町
の
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
が
９

月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
新
屋

町
等
の
側
溝
改
修
や
外
港
外
江
線
の
舗

装
修
繕
な
ど
に
つ
い
て
は
、
年
度
内
の

完
成
に
向
け
鋭
意
工
事
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
か
ら
工
事
に
着
手
し

て
い
る
渡
84
号
線
や
旧
漁
港
周
辺
の
道

路
整
備
が
、
７
月
に
全
て
完
成
し
、
供

用
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
旧

渡
漁
港
埋
立
地
内
で
建
設
中
の
内
水
排

除
施
設
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
完
成
に

向
け
、
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

基

地

対

策

　

先
月
、
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
に
納

入
さ
れ
た
、
空
中
給
油
・
輸
送
機
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
月
18
日
の
住
民
説
明

会
、
翌
19
日
の
議
員
説
明
会
に
お
い
て
、

実
機
に
よ
る
騒
音
測
定
の
結
果
や
、
機

体
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
中
国
四
国
防

衛
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
29
年
２
月
に
、
配
備

に
同
意
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
改
め
て
、

説
明
会
で
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
空
中

給
油
の
訓
練
は
海
上
で
行
う
こ
と
や
、

万
が
一
の
事
故
対
応
の
徹
底
な
ど
、
市

民
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
か

ら
国
に
対
し
て
働
き
か
け
る
よ
う
要
請

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
鳥
取
県
は
、
26
日
に
、

本
市
の
意
見
も
反
映
し
た
条
件
を
付
し
、

配
備
を
了
承
す
る
旨
を
、
防
衛
局
へ
回

答
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

原

子

力

防

災

対

策

　

９
月
15
日
、
中
国
電
力
か
ら
本
市
に

対
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
定
例
会
合

に
お
い
て
、
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号

機
が
、
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
に

係
る
、
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
に
合

格
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
鳥
取
県
、
米
子
市
と
「
原
子

力
安
全
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会

議
」
を
開
催
し
、
中
国
電
力
に
対
し
、

原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
や
必
要
性

に
つ
い
て
、
住
民
説
明
会
の
場
に
お
い

て
、
分
か
り
や
す
く
市
民
に
説
明
を
行

う
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

先
月
６
日
に
は
、
鳥
取
県
知
事
、
米

子
市
長
と
と
も
に
、
島
根
原
子
力
発
電

所
の
視
察
を
行
い
、
新
規
制
基
準
に
対

応
し
た
安
全
対
策
の
実
施
状
況
等
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
28
日
に
、
境
港
市
原
子
力
発

電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
に
よ
る
、

島
根
原
子
力
発
電
所
の
視
察
を
実
施
し

た
ほ
か
、
30
日
に
は
、
鳥
取
県
・
米
子

市
と
共
催
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

原
子
力
規
制
庁
や
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

内
閣
府
、
中
国
電
力
か
ら
、
新
規
制
基

準
適
合
性
審
査
の
内
容
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
、
緊
急
時
対
応
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

続
い
て
今
月
８
日
に
は
、
鳥
取
県
・

米
子
市
と
と
も
に
、
鳥
取
県
原
子
力
安

全
対
策
合
同
会
議
を
開
催
し
、
国
や
中

国
電
力
か
ら
、
緊
急
時
対
応
や
原
子
力

発
電
所
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、
15
日
か
ら
26
日
に

か
け
て
、
市
主
催
に
よ
る
住
民
説
明
会

を
市
内
各
公
民
館
で
開
催
し
、
中
国
電

力
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼

働
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
議
会
の
ご
意

見
や
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
説
明
会
で
の

市
民
の
方
々
の
ご
意
見
、
鳥
取
県
原
子

力
安
全
対
策
合
同
会
議
で
の
議
論
、
鳥

取
県
原
子
力
安
全
顧
問
の
専
門
的
な
ご

意
見
を
参
考
に
し
た
上
で
、
鳥
取
県
や

米
子
市
と
連
携
し
、
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
協
定
の
改
定
に
つ
い
て

は
、「
安
全
協
定
改
定
に
係
る
協
議
会
」

に
お
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
立
地
自
治
体
と
差
異
の
あ
る
４

項
目
の
う
ち
２
項
目
に
つ
い
て
、
中
国

電
力
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
計
画
に
対

す
る
事
前
連
絡
」
に
つ
い
て
は
、
立
地

自
治
体
と
同
様
、
詳
細
な
情
報
に
つ
い

て
も
、
事
前
に
連
絡
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、「
現
地
確
認
」
に
つ
い
て
は
、

鳥
取
県
に
対
し
て
は
、「
立
入
調
査
」
が

１２月定例市議会報告
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業

の

振
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市
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に
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着
し
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の
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備
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３
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災
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認
め
ら
れ
、
本
市
及
び
米
子
市
に
対
し

て
は
、
発
電
所
内
に
立
ち
入
り
、
確
認

で
き
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
「
意
見
表
明
」
と
「
事
前
報
告
」
の

２
項
目
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活

を
支
援
す
る
国
の
施
策
と
し
て
実
施
す

る
も
の
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
18

歳
以
下
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
者
に
対

し
て
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り
５
万
円
を

給
付
す
る
た
め
の
経
費
２
億
４
９
７
１

万
２
千
円
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
財

源
と
し
て
、
歳
出
に
伴
う
国
庫
支
出
金

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
０
４
億
９

１
９
４
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
６
０
３

万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２

０
６
億
３
７
９
７
万
９
千
円
と
し
ま
し

た
。

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

庁
内
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
拡
張
す

る
た
め
の
経
費
等
１
４
２
１
万
円
余
、

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の
締

結
に
伴
う
境
港
市
土
地
開
発
公
社
か
ら

の
土
地
購
入
費
７
９
５
８
万
円
余
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

児
童
手
当
法
の
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
１
３
６
万
円
余
、
公
立
保

育
園
で
の
０
歳
児
か
ら
の
一
貫
保
育
に

必
要
な
改
修
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の

基
本
計
画
策
定
経
費
93
万
円
余
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
査
等
の
結
果
に
つ
い
て
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
閲
覧
や
市
町
村
間

で
の
情
報
連
携
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
経
費
等
５
２
１
万
円
余
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　
「
魚
の
街
境
港
市
」
の
看
板
を
更
新

す
る
た
め
の
経
費
２
９
０
万
円
余
を
増

額
。

【
商
工
費
】

　

燃
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
経
営
に

影
響
が
生
じ
て
い
る
市
内
中
小
企
業
者

等
に
対
し
て
、
県
と
協
調
し
て
実
施
す

る
利
子
補
助
金
12
万
円
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
と
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

と
の
相
互
誘
客
を
図
る
た
め
の
誘
導
サ

イ
ン
の
設
置
経
費
２
２
４
万
円
余
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
い
不
足
が
見

込
ま
れ
る
空
家
除
却
支
援
事
業
補
助
金

３
０
０
万
円
、
国
の
防
災
・
安
全
交
付

金
の
増
額
に
伴
い
、
市
道
境
１
３
２
号

線
の
舗
装
修
繕
費
１
９
０
０
万
円
、
下

水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
１

４
０
０
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

来
年
４
月
、
余
子
小
学
校
に
転
入
予

定
の
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
改
修
工
事
費
等
４
１
０

万
円
、
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開

館
ま
で
に
必
要
と
な
る
施
設
予
約
受
付

や
施
設
運
営
体
制
整
備
等
の
委
託
料
２

７
５
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

【
各
費
目
の
人
件
費
】

　

会
計
間
の
人
事
異
動
や
育
児
休
業
の

取
得
な
ど
に
伴
い
、
あ
わ
せ
て
２
４
０

９
万
円
余
を
減
額
。

《
歳
入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
繰
越
金

及
び
地
方
交
付
税
な
ど
を
増
額
す
る
一

方
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
発
行
可
能

額
の
確
定
に
伴
い
減
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
に
よ
り
、
年
度
内
に
事

業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
、
安
全
・
安

心
な
道
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
設
定
し
、

翌
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
す
措
置
を
と

り
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

事
業
の
履
行
が
次
年
度
以
降
に
も
続

く
も
の
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
資
金
利
子
補
助
金
」

な
ど
、
５
件
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

原
油
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
冬
期
の

生
活
に
お
い
て
特
に
深
刻
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
生
活
保
護
受
給
世
帯
等
の
経

済
的
な
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
一
世

帯
当
た
り
５
千
円
を
給
付
す
る
た
め
の

経
費
３
４
２
万
５
千
円
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
財
源
と
し
て
、
歳
出
に
伴
う

県
支
出
金
を
計
上
す
る
ほ
か
、
地
方
交

付
税
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
０
６

億
４
１
４
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

国
の
施
策
と
し
て
給
付
す
る
「
子
育

て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」
の
う

ち
、
先
行
し
て
手
続
き
を
進
め
て
い
る

５
万
円
に
加
え
て
、
追
加
分
の
５
万
円

を
現
金
で
給
付
す
る
た
め
の
経
費
と
国

の
給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

と
同
学
年
で
あ
り
な
が
ら
、
支
給
対
象

と
な
ら
な
い
令
和
４
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
本
市
独
自
に

一
人
あ
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
た
め

の
経
費
あ
わ
せ
て
２
億
４
７
２
８
万
６

千
円
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
財
源
と

し
て
、
歳
出
に
伴
う
国
庫
支
出
金
を
計

上
す
る
ほ
か
、
地
方
交
付
税
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
２
０
８
億
８
８
６
９
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
生
児
へ
の
給
付
時
期
の
関

係
に
よ
り
、
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
繰
越
明
許

費
を
追
加
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
へ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
登
録
及

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
向

け
た
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す

る
た
め
の
経
費
51
万
３
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
33
億
１
７
７
６
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

人
事
異
動
な
ど
に
伴
う
人
件
費
１
４

０
０
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
17
億
５
６
１
１
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
に
つ
き
ま
し

て
は
、
汚
水
桝
新
設
工
事
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
に
入
札
を
行
い
、
新
年
度
当

初
か
ら
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
追
加

の
補
正
を
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

要
介
護
認
定
等
に
必
要
と
な
る
医
療

保
険
被
保
険
者
資
格
情
報
を
情
報
連
携

項
目
と
し
て
追
加
す
る
シ
ス
テ
ム
改

修
経
費
68
万
２
千
円
、
介
護
予
防
事

業
で
作
成
し
た
広
報
物
に
使
用
し
た

イ
ラ
ス
ト
の
著
作
権
使
用
料
46
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
、
予
算
総
額
を

39
億
５
６
９
９
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
に

つ
い
て
、
貸
付
金
の
返
済
が
本
年
度
で

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
は
一
般

会
計
で
同
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
、
ま

た
、
土
地
区
画
整
理
費
事
業
に
つ
い
て
、

定
期
借
地
権
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
保

留
地
の
売
却
が
進
み
、
赤
字
解
消
の
見

込
み
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
別
会
計
を
本
年
度
末
を
も
っ
て
廃

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
出
産
育
児
一
時
金
等
の
総
額
に
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
「
健
康
保
険
法
施
行

令
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

１２月定例市議会報告
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日　程 内　容
予約対象期間

７・８月 ９・１０月 １１・１２月 来年１月
１月１１日（火）

予約受付

○
１２日（水） ○ ○
１３日（木） ○ ○ ○
１４日（金） ○ ○ ○ ○
１６日（日） 利用者説明会 ○ ○ ○ ○
１７日（月） 予約受付 ○ ○ ○ ○
１８日（火） 予約受付期限 ○ ○ ○ ○
２１日（金） 抽選会

市民交流センターの利用予約受付を開始します
　市民交流センターでは、７月１０日（日）の開館へ向け、１月１１日（火）から利用予約を受け付けます。

　原則として１年前から先着順で受け付けますが、７月～来年１月利用分の利用受付日程は、表の通りと

します。なお、利用希望日が重なった場合は１月２１日（金）に抽選会を行います。抽選会の場所、時間

は別途対象者にご案内します。

▼利用可能な場所　ホール・会議室（大・中）・小会議室兼リハーサル室・和室

▼利用受付開始時期　利用日の１年前が属する月の初日

※詳しくは、お問い合わせください。

▼予約スケジュール（７月～来年１月利用分）

▼利用予約方法（３月末まで・４月以降は改めてお知らせします）

　◇受付時間　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時　　◇受付場所　市民交流センター準備室

　◇予約方法　電話・電子メール（窓口での相談・受付を希望する場合は、事前に予約してお越しください。）

【利用者説明会】※事前申し込みが必要です。

　市民交流センターの概要、予約方法等の説明会を開催します。ご利用予定の人はぜひご参加ください。

▼と　き　１月１６日（日）　午前１０時～／午後１時～　　 ▼ところ　余子公民館　２階集会室

▼定　員　各回３０人程度　　 ▼申込期限　１月１３日（木）午後５時　 ▼申込方法　電話・電子メール

▼問い合わせ・予約受け付け窓口　市民交流センター準備室（境港市馬場崎町２１１－１㈱きさらぎ　内）

　　☎４４－３５３５（代表）　　● info@minato-terrace.jpMail

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　
「
全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
等
の
制
定
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
額
を
減
額
す

る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進

の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ

る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関

す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
地
方
公
共
団

体
等
を
定
め
る
省
令
」
の
改
正
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
を
課
税
免
除
す
る
特
例
対

象
と
な
る
施
設
の
設
置
期
限
を
延
長
す

る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
米
子
境
港
都
市
計
画
事
業
深
田
川
土

地
区
画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
定
め
る

条
例
及
び
米
子
境
港
都
市
計
画
事
業 

境
港
新
都
市
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

規
程
を
定
め
る
条
例
の
廃
止

　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
換
地
処

分
の
清
算
金
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工事の進捗状況等については、今後も市報やホームページ等でお知らせします。

セ ン タ ー

▼問い合わせ先

　生涯学習課

　☎47-1092
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境 港 市 民 交 流広
報
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　国民年金は、老後や不測の事態で障がいを負ったときな

どの生活を支える制度です。２０歳になり、他の年金に加

入していない人には、日本年金機構から「国民年金加入の

お知らせ」や納付書等が届きます。

　国民年金制度の内容やメリット、保険料の納付方法や免

除の手続きなどは、わかりやすく動画でご案内しています

ので、日本年金機構のホームページをご覧ください。。

Web https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html

▼保険料

　国民年金の保険料は、月額１６，６１０円（令和３年度）

です。納付方法は、納付書、口座振替、クレジット納付が

あり、前納による割引制度もあります。

※令和４年度の保険料は月額１６，５９０円となります。

▼保険料の免除・猶予

◇保険料の納付が困難な場合は、免除申請制度があります。

　世帯の所得状況に応じて、保険料の免除・猶予を受けら

　れます（所得状況により却下となる場合があります）。

◇学生の場合は、学生納付特例制度を利用すると納付が猶

　予されます。申請には、在学証明書（原本）か学生証の

　写しが必要です（対象とならない学校もあります）。

　詳しくはお問い合わせください。

▼免除・猶予期間の年金（ただし、一部納付は免除後の保

険料を納めていることが要件）

◇免除・猶予期間は、「年金を受け取る際の受給資格期間」

　に算入され、免除期間は納めた保険料により、年金額へ

　反映されます。

◇猶予・免除を受けた期間の保険料は１０年以内であれば

　追納することが可能ですが、３年度目以降になると加算

　額が加わります。

▼障害年金・遺族年金

　国民年金加入期間中の病気や事故により、障がいや死亡

という不測の事態が発生した場合、障がいの状態に応じて

障害基礎年金、対象となる遺族の人は遺族基礎年金を請求

することができますが、保険料の納付要件を満たしている

必要があります。

▼問い合わせ先

　◇日本年金機構　米子年金事務所　☎３４－６１１１

　◇市民課　保険年金係　☎４７－１０３５

２０歳になったら国民年金

道路除雪についてのお願い

　組合の各種手続について、住民や事業者の皆さんの利便

性向上のため、提出する申請書等への押印を令和3年12

月1日から省略することができるようになりました。

▼押印の義務付けを廃止した主な手続き［申請書等の名称］

◇一般家庭のごみをリサイクルプラザへ搬入するとき

　［処理対象ごみ搬入許可申請書］

　※運転免許証等の確認を行います。

◇発電設備・変電設備・蓄電池設備などを設置したとき

　［急速充電設備・燃料電池発電設備・発電設備・変電設備・

　 蓄電池設備設置届出書］

◇防火対象物（飲食店、共同住宅、事務所など）の使用を

　開始するとき

　 ［防火対象物使用開始届出書］

　その他の押印を廃止する申請書等については、組合ホー

ムページで確認できます。

▼問い合わせ先

鳥取県西部広域行政管理組合　事務局総務課

　☎２２－７７２２

◇リサイクルプラザに関すること

　リサイクルプラザ　☎６８－４０７１

◇消防に関すること　消防局　☎３５－１９５１

鳥取県西部広域行政管理組合からのお知らせ
　各種手続きの押印が不要となりました

　本格的な冬を迎え、積雪が心配される時期となりました。

　市では、生活道路の確保と安全な冬道対策として、除雪

作業を行っています。ご理解とご協力をお願いします。

▼除雪時の作業騒音にご理解ください

　朝の通勤・通学路の安全確保のため、深夜から早朝にか

けて作業を行うことがあります。除雪車のエンジン音や振

動でご迷惑をおかけしますが、ご理解ください。

▼除雪により玄関先等に寄せられた雪の除去にご協力ください

　除雪の際、やむを得ず玄関や車庫の前に雪を寄せる場合

があります。出入口前は、各家庭での雪かきにご協力くだ

さい。

▼除雪の妨げとなる路上駐車はやめてください

　路上駐車をすると、その部分の除雪ができなくなり、交

通事故や渋滞の原因となります。

▼道路ぎわの樹木等は所有者で適正に管理しましょう

　道路ぎわにある樹木が、積雪により道路に倒れかかると、

通行の妨げとなり、交通事故の原因となります。

▼消火栓等の近くに駐車はやめてください

　道路には、万が一の消火活動に備えて、消火栓等の消防

設備が設置されています。

　これらの近くに車両を駐車されると、消火活動に影響す

ることが考えられます。積雪時は消火栓等の位置がわかり

にくくなるため、日ごろから自宅近くにある消防設備の確

認をお願いします。

▼問い合わせ先

　管理課　管理係　☎４７－１０７３
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クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ
渡町1424番地

（旧こまどり幼稚園内）
090-6832-0098

外江児童クラブ
外江町2105番地

（外江小学校内）
090-5376-8610

境児童クラブ
湊町27番地

（境小学校内）
090-9412-6543

上道児童クラブ
上道町3026番地

（上道小学校クラブハウス内）
090-7509-3145

余子児童クラブ
竹内町3117番地

（余子小学校内）
080-5615-2905

中浜児童クラブ
小篠津町450番地

（しらぎく会館内）
090-7374-4020

※夕日ヶ丘学童

　クラブ
夕日ヶ丘1丁目 66番地 45-4433

放課後児童クラブ入会募集
▼対　象

　令和４年４月に小学校に在学していて就労等の

理由により昼間家庭に父母等がいない児童

▼受付期間　１月７日（金）～３１日（月）

※先着順ではありません。

　審査によって入会決定します。　　

※申請書等は、教育総務課窓口および各児童クラブ

　にあります。

※現在入会している人も入会申請が必要です。

※応募者多数の場合は低学年の児童を優先するため、

　待機となる場合があります。

▼提出先

　申請書類に記入し、入会を希望する児童クラブに

　提出してください。

▼問い合わせ先

　◇教育総務課　学事係　☎４７－１０８５

　◇各児童クラブ（右表参照）

※夕日ヶ丘学童クラブ（民間）は、入会基準および受付期間

　等が左記と異なりますので、直接お問い合わせください。

　（受付期間：１月１７日（月）まで）

　１月１日現在、市内で事業を行い事業用資産を所有して

いる人は、法の定めにより償却資産の申告が必要です。

　前年中に資産の異動がない場合や減価償却を終えている

場合、廃業・休業した場合も申告が必要です。

▼対象となる資産

　主な業種ごとの償却資産の対象資産（例）

※アパートや駐車場を経営している人も申告が必要です。

　（例）舗装路面、フェンス、側溝などの外構工事、自転

　　　車置き場、屋外の電気、簡易物置等

※貸店舗に施した内装設備は、借手側（テナント）の申告

　が必要です。

▼提出期限　１月３１日（月）

※郵送、eLTAX（電子申告）による提出も可能です。

※必要書類等は、下記お問い合わせ先もしくは市役所ホー

　ムページでご確認ください。

　なお、償却資産所有者を対象に申告内容の確認のために

実地調査を行う場合があります。調査の際には、ご協力を

お願いします。

▼提出・問い合わせ先

　税務課　固定資産税係　☎４７－１０１８

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

主な業種 償却資産の対象となるもの（例）

共通
パソコン、ルームエアコン、レジスター、

看板、コピー機、舗装路面等

飲食店 接客用家具、厨房設備等

小売店
商品陳列ケース（冷凍・冷蔵機付を含む）

等

漁業 漁船、漁網、魚群探知機、無線機等

農業
ビニールハウス、皮むき機、乾燥機、噴

霧機等

　米子税務署職員によるスマホ申告研修会の参加者を募集

します。

▼と　き　１月２５日（火）　午後２時３０分～４時

▼ところ　保健相談センター２階研修室

▼対象者　給与所得、雑所得の申告をする人

▼募集人数　２０名（定員になり次第締め切ります。）

▼必要なもの

◇スマートフォン（マイナンバーカードの読み取りに対応

　した機種）

　公的個人認証サービスポータルサイトで確認可能

◇マイナンバーカードおよびその暗証番号

　「署名用電子証明書暗証番号」（６～16桁の数字、アル

ファベット）

　「利用者証明用電子証明書暗証番号」（４桁の数字）

　「券面事項入力補助用暗証番号」（４桁の数字）

◇E-Taxの利用者識別番号およびその暗証番号（あらか

　じめ持っている人）

◇源泉徴収票等の申告書の作成に必要な書類

▼申し込み・問い合わせ先

　税務課　市民税係　☎４７－１０１７

スマホ申告研修会
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【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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　日本は、２０６０年には、人口の２５％が７５歳以上になるといわれています。年を重ねれば誰もが、
多かれ少なかれどこかに障がいが出てきます。私たちの未来を考えると、誰にとっても、障がいとは
身近なものであり、決して他人事ではありません。
　障がいについて、「理解や配慮の不足」はありませんか。

　　①　障がいは特別ではない　　
　　　　　病気やけがなどで、障がい者になる可能性は誰にでもあります。
　　②　障がいは多種多様
　　　　　外見ではわからない障がいもあります。どのような配慮や支援が必要なのかは、一人一人
　　　　　異なっています。
　　③　自立や社会参加のための配慮と支援
　　　　　機能を補う福祉機器（用具）や、社会や周囲からの配慮と支援により、さまざまな活動を
　　　　　することが可能です。

　近年、障がい者が行うスポーツ全般を指す「パラスポーツ」という
言葉が一般化しています。昨年開催された「東京パラリンピック」を
テレビ等でご覧になられた方もいらっしゃることでしょう。すべての
競技種目、出場選手から、「何ができないかではなく、どうやったら
できるか。」「数えるべきは、できないことではなく、できることであ
る。」という強いメッセージを感じ取られた方も多いと思います。パ
ラスポーツを通して、「人権」という視点から、何事にもあきらめず、
困難に立ち向かうことの大切さや障がいについての理解、配慮のあり
方をあらためて考えてみたいものです。
　私たちの未来のために、多様性を認め合える「共生社会」の実現を
めざしましょう。

パラスポーツから、「人権」について考えてみませんか
～多様性を認め合える「共生社会」を実現するために～

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　地域振興課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 221

　子どもたちは、どのように「部落差別（同和問題）」
と出合い、「人権学習」に取り組んでいるのでしょ
うか。今、どのように「人権学習」に取り組んで
いるかを知り、私たちの「人権意識」をさらに高
めませんか。

▼と　き　１月22日（土）
　　　　　午後１時30分～３時

▼ところ　保健相談センター 講堂

▼講演会
　演題　「学校教育における人権教育」
　　　　～学校での「人権学習」は、今～
　講師　森田　泰弘　さん
　　　　　　（境港市立第一中学校　校長）

▼入場料　無料（申し込み不要）

境港 ふれあい・ほっと アカデミー in ウインター
　　　　　＜人権学習講座（講演会）＞

　一人一人を大切にする人権尊重の視点から、
「家庭からふりかえる人権」について、人権啓発
映像作品「話せてよかった」の視聴を通して考
えてみましょう。
　気軽にご参加ください。

▼と　き　１月18日（火）
　　　　　午前１0時～11時

▼ところ　渡公民館　集会室

▼定　員　25名
※定員を設けています。事前に申し込みが必要
です。
　渡公民館（☎４５―０９０３）にお申し込み
ください。

▼参加料　無料

境港 ふれあい・ほっと ミーティング
　　　　　＜人権学習地区巡回講座＞
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斐伊川水系の生態系ネットワークの愛称とシンボルマークを決める「投票」のお知らせ
　境港市も参加している「斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づくり検
討協議会」は、斐伊川水系の恵まれた自然環境を守り育て、農業や観光、環境教育に活かすための取り
組みについて考えることを目的としています。
　こうした取り組みが広がり、より活発になれば、私たちの身近な自然環境がより良くなり、地域の活
性化にもつながります。
　そこで、この協議会を皆さんにより身近に感じ、知ってもらいたいという考えから、協議会のわかり
やすい愛称と、シンボルマークを決めることとなりました。
　この投票に皆さんも参加して、協議会の活動を知り、自然環境の保全について考えてみませんか。

 ▼投票の期間　1月17日（月）～2月18日（金）

 ▼投票の方法
 ①投票用紙を用いた記入
 　　境港市役所１階、境港市清掃センター玄関に、チラシ兼投票用紙を1月上旬ごろ
 　に設置する予定です。こちらにご記入いただき、郵送またはファクシミリにて返信
 　してください。
 ②ウェブサイトからの投票
 　　投票期間中に、以下のアドレスまたはＱＲコードの投票フォームより
 　投票してください。
 　Web https://sites.google.com/view/hiikawa-econet

 ▼投票・問い合わせ先
 　斐伊川水系 生態系ネットワークによる大型水鳥類と共に生きる流域づくり検討協議会

 　国土交通省出雲河川事務所　〒６９３－００２３ 島根県出雲市塩冶有原町５丁目１番地

 　☎０８５３－２１－１８５０　　FAX０８５３－２１－２８７８

ペットボトルの分別・出し方について
◇ペットボトルマークのついた飲料用、酒類、醤油用のボトルが対象です。
◇中をすすぎ、ラベルとキャップをはずし、ボトルをつぶしてください。
◇各公民館や会館、スーパーマーケットなどに設置してある回収BOX内の緑色ネットに入れてください。
◇ラベルは、「軟質プラスチック類」に出してください。
◇キャップは、公民館に設置の回収BOXに投入するか、「不燃ごみ」に出してください。
◇すすいでも汚れが取れないボトルは、「軟質プラスチック類」に出してください。

白色トレイの分別・出し方について
◇食品用白色トレイのみが対象です。
◇洗剤で洗浄し、水切りしてください。
◇各公民館や会館に設置してある回収BOX内の緑色ネットに入れてください。
◇洗浄しても汚れシミが残っている物は、「軟質プラスチック類」に出してください。
◇有色トレイ、納豆のパック、発泡スチロールなどは、洗浄して汚れを取ってから「軟質プラスチック類」
に出してください。

　回収したペットボトル　→　ペットボトルや玉子パック、衣類の繊維などに再生されます。
　回収した白色トレイ　　→　白色トレイ、おもちゃや文房具の一部などに再生されます。

さかなと鬼太郎のまち 環境への取り組み～まちの話題～

問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３　　　環境衛生課　脱炭素推進係　☎４７－１０６０
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～まちの話題～～まちの話題～

彫刻ロードのシンボルがお引越し
　大型モニュメントが移設

　境港市民交流センターの建設に伴い、平成５年度から永

らく市民の皆さんに親しまれてきた大型モニュメント（作

品名：海峡の詩）が、１１月１３日（土）に作者である彫

刻家で元島根大学名誉教授の故・倉澤實さん（１９３４年

－２０１１年）にゆかりのある浜田市の「倉澤實記念館」

前に移設されました。

　そびえ立つ場所は変わっても、これからも温かく境港の

ことを見守ってくれることでしょう。

全国納税貯蓄組合連合会長賞
中学生の税についての作文が受賞

　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁が共催する「中学生の

税についての作文」において、全国約４５万点の作品の中

から、優秀作品の一つである「同連合会会長賞」を第三中

学校２年の谷田さんが受賞しました。鳥取県西部地区では

数十年ぶりで、本年度、全国表彰を受けたのは鳥取県内で

一人の快挙です。

◇谷田さんの作品「家族をつなぐ税金」

　Web  https://www.city.sakaiminato.lg.jp

                            /index.php?view=111967

中高生が市長に政策提言
　さかいみなと未来ワークショップを開催

　１２月４日（土）、市内に在学する中高生を対象に、

２０５０年の市の姿を予測した「未来カルテ」を活用し、

自身が「未来市長」となり、現市長へ政策提言を行う「未

来ワークショップ」が開催されました。未来カルテを開発

した千葉大学大学院の倉阪秀史教授に講師としてリモート

参加していただき、市の未来について話し合いました。

　学生からは、「近場は歩こうキャンペーンの実施」や

「空家を妖怪スポットとして活用」「釣り場整備による環

境保全活動」など、さまざまな提言がありました。

絆がはぐくむ人権のまちづくり
　境港市人権ふれあいフェスティバルを開催
　一人一人を大切にした「人権を尊重するまちづくり」

を推進するため、境港市人権ふれあいフェスティバルが　

１２月１１日（土）に文化ホールで開催されました。

　外国人との交流を通して多文化共生社会について考える

作品、地域や家庭での身近な人たちとの関わり中で人権を

ふりかえる人権映像作品が上映されたほか、市内小・中学

生、高校生の人権標語などの作品やさまざまな人権課題に

ついて調査したまとめなどが展示され、子どもから大人ま

で、人権についてあらためて考える機会となりました。

23　令和４年１月



　１１０番は、皆さんが事件・事故等に遭われたり、目撃

したりした場合、皆さんの所へ警察官を緊急で向かわせる

ための「緊急専用電話」です。

　警察に対する相談・要望等、緊急でないものは、警察総

合相談電話（☎＃９１１０）または、最寄りの警察署、交

番、駐在所へ連絡してください。言葉や耳の不自由な人

は、専用の緊急通報システムをご利用ください。

◇メール１１０番

Mailtottori110pipopa@view.ocn.ne.jp

◇ファクシミリ110番

　フリーダイヤル　☎０１２０－８５７－１１０

◇１１０番アプリシステムのアプリで緊急通報

　利用に際し、警察庁ウェブサイトから専用の「110番

アプリ」をダウンロードして事前に登録していただく必要

があります。

※警察庁　ウェブサイト

Web https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/110/app/

◇電話リレーサービスを利用した緊急通報

　「電話リレーサービス」とは、聞こえない人と聞こえる

人をオペレータが通訳して電話でつなぐサービスで、事前

に登録していただく必要があります。

※電話リレーサービス　ウェブサイト

　　 https://nftrs.or.jp

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

１月１０日は「１１０番の日」

（
大
正
２
年
10
月
、
徒
歩
で
の
中
海
一

周
松
江
一
泊
の
旅
行
で
し
た
。）

　

能
義
郡
荒
島
に
入
り
ま
す
。
有
名
な

「
荒
島
石
」
の
産
地
。
四
方
が
山
で
囲

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
荒
島
公
園
に
は
廣

田
亀
次
翁
（
鳥
取
、
島
根
に
貢
献
し
た

農
業
功
労
者
）
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あ
り
ま
し
た
。
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停
車
場
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駅
）
前
で
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柿
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い
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も
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と
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。
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き
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富
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川
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川
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橋
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越
え
、
い
よ
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安
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入
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境
港
に
劣
ら
ぬ
よ
う
な

港
で
あ
っ
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。」
と
の
記
述
。
安
来
の

海
岸
に
て
十
神
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を
眺
め
ま
す
。
米
子

ま
で
あ
と
一
里
半
。
午
後
３
時
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が

降
っ
て
き
ま
す
。「
け
っ
と
う
、
ぐ
わ

い
と
う
（
外
套
）
を
も
っ
て
い
る
も
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は
着
す
。」
と
の
記
述
。

　

「
先
方
の
山
に
大
き
な
穴
が
あ
っ
た
。

何
と
い
う
も
の
だ
と
思
っ
た
ら
見
た
こ
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の
な
い
ト
ン
ネ
ル
で
あ
っ
た
。
余
は

ト
ン
ネ
ル
と
い
う
も
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を
初
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て
見
ま

し
た
。」
と
の
記
述
。
や
は
り
当
時
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ま
だ
ト
ン
ネ
ル
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も
数
少
な
か
っ
た
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で
し
ょ
う
。

　

「
ワ
ラ
ジ
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タ
ビ
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は
皆
投
げ
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ハ

ダ
シ
で
米
子
の
停
車
場
に
着
い
た
。」

米
子
か
ら
は
約
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鉄
道
に
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へ
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疲
れ
て
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で
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篠
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覚
め
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車
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に
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い
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と
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記
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開
通
当
時
、
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〜
境
間
に
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後
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篠
津
し
か
駅
（
停
車
場
）
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要
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約
36
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で
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１
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午
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八
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ち
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光こ
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き
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境
停
車
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八
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境
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で
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き
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楽
し
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）
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）

　新年あけましておめでとうございます。

　地域おこし協力隊の矢本成年です。

　今回は話題のＳＤＧｓと伯州綿との関わりについて、

少しご紹介します。

　伯州綿は農薬や化学肥料を使わずに栽培しているとこ

ろが、特筆すべきところです。

　海外での綿栽培では、農薬が多量に使われるようです

が環境汚染や生物多様性を損なう恐れがあります。化学

肥料は製造時に化石燃料を必要とし温暖化ガスの排出抑

制には反するようです。

　令和3年5月農林水産省策定の「みどりの食糧シス

テム戦略」では２０５０年までに有機農業の農地に占め

る比率を現状の１％から２５％まで高める目標を掲げま

した。伯州綿は食料ではありませんが、再興を目指して

伯州綿の栽培を始めた平成２０年度からＳＤＧｓの目標

をすでに着々と実行してき

ているわけです。

　地球環境にやさしい伯州

綿を本年も引続き応援よろ

しくお願いします。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

現在の馬場崎町駅の少し北側付近
（山陰鉄道発祥の地の石碑あり）

Web

お願いします。
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

235消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.9　

　皆さんは、お正月をどのように過ごしますか？新年の過

ごし方は地域や人によってさまざま。国や宗教によって異

なることもたくさんあります。

　中国や韓国、ベトナムなどでは、日本では祝う習慣がほ

とんど残っていない旧正月に新年を祝います。

　中国では「春節」と呼ばれ、大晦日から元日にかけて花

火や爆竹などで賑やかに年を越し、餃子を食べたり、親戚

を回ったりします。

　ベトナムの旧正月「テト」でも、

同じように親戚回りをします。花

を飾ってベトナム風のちまき「バ

イン・チュン」や鶏肉を食べます。

　韓国の旧正月「ソルラル」には、朝から韓服を着て、茶

礼と呼ばれるご馳走を先祖に供え、備えたご馳走やお雑煮

に似た「トック」を食べたりすることが多いようです。

　インドネシアは多民族・多宗教なので、イスラム教新年、

中国新年、バリヒンドゥー教新年など新年もさまざま。国

民の９割が信仰するイスラム教の新年は、西暦に比べて毎

年約１１日早くなるため、新年の時期もずれていきます

（２０２２年は７月）。

　また、ロシアでは、日本と同じ西暦の１月１日にプレゼ

ントを交換し合ったりして賑やかに新年を祝いますが、ロ

シア正教のクリスマスは１月７日で、１２月２５日のクリ

スマスからお正月を挟んで１０日ほどが休暇期間となるこ

とが多いそうです。

　もちろん日本と同じように、実際は地域や家庭、人によ

っても異なります。皆さんの周りにいる人とお正月の過ご

し方について話してみたら、何か新しいことがわかるかも

しれません。

　夏は意識的に水分補給していても、冬はついつい飲

む量が減ってしまうという人も多いのではないでしょ

うか。人間の身体に必要な水分量は一年中変わりませ

ん。また、冬は空気が乾燥するので、冬こそ忘れずに

水分補給を行う意識づけが大切です。

　水分の摂取量が少ないと、血液の粘度が上がり、脳

卒中や心筋梗塞を引き起こす要因の一つになるため、

こまめな水分補給が大切です。1日に必要な水分量は

個人差がありますが、一般的には１．２リットルが目

安です。冷たい飲み物は胃腸を冷やし、体温や免疫力

の低下につながります。また、正月などで飲酒の機会

が増えがちですが、アルコールは利尿作用があり脱水

の原因になりますので、飲みすぎには注意しましょう。

　その他に、冬は空気中の水分量も減るため、喉や鼻

が乾燥しやすくなります。喉や鼻が乾燥すると粘膜に

細菌やウイルスが付着しやすくなり、感染症のリスク

が高まります。加湿器や洗濯物や濡らしたタオルを室

内に干したりして、部屋の湿度を５０～６０％に保ち

ましょう。寒い日々が続きますが、冬でも健康で強い

身体をつくりましょう！

▼問い合わせ先　健康推進課　☎４７－１０４１

保健師の
　　  ちょっと一言
冬も水分補給を忘れずに

新年いろいろ

　新成人の皆さん、ご成人おめでとうございます。

　成人となったこれからは自分の意思で自由に契約するこ

とができますが、未成年の時とは違い、契約上の責任は「あ

なた自身」が負うことになります。

　社会経験の少ない若者をねらう悪質な業者も存在し、成

人した途端にトラブルに巻き込まれることもあるので注意

が必要です。

【事例：簡単に儲かる話はありません】

　「簡単に稼げる副業」という広告を見て、お金儲けのノ

ウハウを学ぶためのマニュアルを購入したが、役立つ内容

ではなく、収入を得ることはできなかった。

【事例：お得な体験のはずが高額な契約をすることに】

　インターネットで見つけた脱毛エステの無料体験後に、

別室へ案内され、有料エステの勧誘を受けた。断り切れず

に高額な全身脱毛コースの契約をしてしまった。

【事例：好意に付け込んで高額な契約をさせられた】

　ＳＮＳで知り合った女性と仲良くなり、誘われて行った

イベントで高額なネックレスを勧められた。そこで初めて

女性が宝石デザイナーであることがわかり、嫌われたくな

かったので借金して購入した。

≪アドバイス≫

◇一度結んだ契約は容易にやめることはできません。うま

　い話はうのみにせず、安易に契約しないようにしましょ

　う。

◇相手に急かされても慌てて契約せず、不要な場合はきっ

　ぱり断りましょう。

◇困ったときは早めにご相談ください。

▼相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

新成人の皆さんへ

ゾンの葉で包んだ「バイン・チュン」
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写
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事
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
23
日
（
日
）

◇
（
受
け
付
け
時
間
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
必
要
書
類

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証

　

明
書
発
行
通
知
書
兼
照
会
書

◇
通
知
カ
ー
ド

◇
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
・
車
庫
を
含
む
）
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更

し
た
場
合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で

土
地
の
税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

　

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局

　

へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

※
Ｗ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
山
陰
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
対
象
施
設
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

  

納
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
税
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押
え
た
不

動
産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

▼
公
売
物
件

【
不
動
産
①
】

◇
所
在
地　

清
水
町

◇
地　

目　

畑

◇
土
地
面
積　

６
２
３
㎡

【
不
動
産
②
】

◇
所
在
地　

上
道
町

◇
地
目　

宅
地

◇
土
地
面
積　

４
７
２
㎡

※
詳
細
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
の
場
所

　

紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
株
式
会
社

が
提
供
す
る
、
公
売
に
関
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
上

●h
ttp

s://k
a
n
k
o
c
h
o
.jp

▼
公
売
方
法　

期
間
入
札

▼
掲
載
開
始

　

１
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時

▼
公
売
参
加
申
込
期
間

　

１
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
２

月
１
日
（
火
）
午
後
11
時

▼
入
札
期
間

　

２
月
７
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
２

月
14
日
（
月
）
午
後
１
時

※
滞
納
市
税
の
解
消
等
の
理
由
に
よ

　

り
、
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

有　

料　

広　

告

Web

市報さかいみなと　26



農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
の
相
続
に
つ
い
て
】

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
農
業

委
員
会
に
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３
）

こ
れ
は
、
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た

人
を
把
握
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
等

に
際
し
て
、
手
続
き
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
制
度
で
す
。
近
年
、
相
続

手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
増

加
し
て
お
り
、
農
地
の
貸
し
借
り
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

届
け
出
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

の
窓
口
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
速
や
か
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
畑
地
の
貸
し
借
り

（
農
業
振
興
地
域
内
に
限
る
）
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
耕
作
さ
れ
て
い

な
い
畑
を
お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

「
一
株
植
樹
」
運
動
に
ご
協
力
を

　

こ
の
運
動
は
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
緑
化
推
進
運
動
の
一
つ
で
、
記
念

植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化
な
ど
に
適

し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安
で
斡
旋
し

ま
す
。

▼
樹　

種

◇
豊
後
ウ
メ

◇
オ
リ
ー
ブ

◇
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

◇
温
州
ミ
カ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
約
25
種

※
苗
木
の
花
の
色
等
は
指
定
で
き
ま

　

せ
ん
。

▼
価
格
（
一
株
）

　

１
４
０
円
〜
９
５
０
円

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日
（
木
）

▼
苗
木
の
配
布　

３
月
10
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

窓
口
で
配
布
す
る
申
込
書
に
記
入

し
、
代
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

交
通
安
全
川
柳
大
会

優
秀
作
品
発
表

　

10
月
号
市
報
等
に
よ
り
作
品
募
集

し
た
「
第
10
回
高
齢
者
の
た
め
の
交

通
安
全
川
柳
大
会
」
で
は
、
１
７
２

の
作
品
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
最
優
秀
作
品
１
作

品
お
よ
び
優
秀
作
品
２
作
品
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
最
優
秀
賞

　

反
射
材　

近
づ
く
暮
れ
の　

守
り
神

　
　
　
　

中
野
町　

池
淵
昶
允
さ
ん

▼
優
秀
賞

　

見
た
つ
も
り　

踏
ん
だ
つ
も
り
が　

事
故
の
も
と

　
　
　
　

外
江
町　

奥
谷
澄
子
さ
ん

　

ち
ょ
っ
と
待
て　

近
く
に
あ
る
よ　

横
断
歩
道

　
　
　
　

上
道
町　

リ
ッ
チ
ー
さ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

　

境
港
の
さ
か
な
に
関
す
る
知
識
を

学
び
、
さ
か
な
の
達
人
を
育
成
す
る

検
定
試
験
で
す
。

　

受
験
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料
（
税
込
）　

１
０
０
０
円

▼
冊
子（「
境
の
さ
か
な
」）代（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

※
冊
子
の
み
の
購
入
は
、
送
料
が
別

　

途
３
０
０
円
必
要
で
す
。

▼
受
験
内
容　

◇
達
人
検
定
〜
初
級
レ
ベ
ル
、

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
〜
上
級
レ
ベ

　

ル
▼
申
込
期
限　

１
月
28
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人

　

境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
６
６
６
８

informationinformation

有　

料　

広　

告

種別 建築

工事名
（業務名）

境港市民交流
センター新築工事
（外構建築）

入札日 １２月１日

予定価格 14,993千円

落札額 14,630千円

落札率 97.6％

落札者 三協建設㈱

ホームページ
バナー広告
募集中

 月額５千円 

【問い合わせ先】
地域振興課広報情報係
☎４７－１０１０
● https://www.city.sa
kaiminato.lg.jp/index.p
hp?view=109309
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informationinformation

高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進

大
会
代
替
事
業
動
画
放
送

　

令
和
３
年
度
の
大
会
の
代
替
と
し

て
、
日
本
テ
レ
ビ
「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
駆
け
込
み
ド

ク
タ
ー
！
」
な
ど
多
数
の
テ
レ
ビ
番

組
に
出
演
さ
れ
て
い
る
、
池
谷
敏
郎

医
学
博
士
（
池
谷
医
院
院
長
）
の
動

画
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

病
気
を
未
然
に
防
ぎ
、
い
つ
ま
で

も
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン

ト
と
な
る
お
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
局　

中
海
テ
レ
ビ
放
送

▼
放
送
期
間

　

１
月
１
日
（
土
）
〜
31
日
（
月
）

▼
内　

容

　

「
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り
を
目
指
し
て

〜
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
〜
」

※
放
送
時
間
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
　
　

☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
７

「
境
港
市
く
ら
し
の
便

利
帳
」
を
配
布
し
ま
す

　

市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
制
度

案
内
の
ほ
か
、
地
域
生
活
情
報
な
ど

の
市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
ま
と

め
た
「
境
港
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」

の
新
版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
市
が
共
同
で
発
行
し
た
も
の
で

す
。

　

保
存
版
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
手
元
に
お
い
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
配
布
は
、㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
市
内
各
世
帯
に
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
方
式
で
１
月
中
に
行
う

予
定
で
す
。（
市
役
所
で
も
配
布
し

て
お
り
ま
す
。）

　

１
月
末
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課　

広
報
情
報
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
０

第
19
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
た
ち
と
一
緒
に
カ
ニ
を
妖
怪

神
社
に
奉
納
し
カ
ニ
の
豊
漁
や
漁
の

安
全
を
祈
念
し
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ニ
ス
ー
プ
の
ふ
る
ま
い

や
芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

１
月
16
日
（
日
）

【
式　

典
】
午
前
10
時
30
分
〜

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前

【
ふ
る
ま
い
】
午
前
11
時
〜

　

し
お
さ
い
会
館
前

【
奉　

納
】
午
前
11
時
10
分
〜

　

妖
怪
神
社

※
例
年
実
施
の
パ
レ
ー
ド
は
、
中
止

　

し
ま
す
。

※
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
お
店
で
お

　

買
い
物
さ
れ
た
人
、
３
０
０
人
に

　

カ
ニ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
、
内
容
が
変
更
さ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
商
工
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

子
ど
も
わ
い
わ
い
カ
ー

ニ
バ
ル
＆
左
手
で
奏
で

る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

【
子
ど
も
わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
】

　

バ
ザ
ー
や
、
小
学
生
が
店
長
の
子

ど
も
フ
リ
マ
や
工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

楽
し
い
催
し
が
あ
り
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
子
ど
も
フ
リ
マ
店
長
募
集

　

小
学
生
が
店
長
さ
ん
に
な
れ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。

　

価
格
は
１
０
０
円
ま
で
。
工
夫
を

こ
ら
し
た
お
店
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

◇
条　

件　

小
学
生
（
３
年
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

◇
出
店
料　

５
０
０
円

◇
申
し
込
み
方
法

　

お
名
前
、
学
年
、
電
話
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
10
組

◇
申
込
締
切　

２
月
５
日
（
土
）

【
左
手
で
奏
で
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
・
智
内
威
雄
】

▼
と　

き　

２
月
12
日(

土)

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

※
会
員
制
の
鑑
賞
例
会
で
す
が
、
入

　

会
お
試
し
優
待
券
を
用
意
し
て
ま

　

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。（
３
歳
以
下
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場

☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３

●sa
k
a
io
y
a
to
k
o

＠d
o
c
o
m
o
.

n
e
.jp

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
着

　

用
、
会
場
で
の
消
毒
、
検
温
に
ご

　

協
力
く
だ
さ
い
。
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料　
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告
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パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
講
演
会

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
共
生
社
会
の

実
現
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
２
０
２
０

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
安
野
祐
平

選
手
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

2
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
す
る
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
に
「
講
演

会
申
込
書
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

１
月
28
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市　

福
祉
課　

福
祉
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

●
42
‐
５
９
８
７

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

　

「
弓
ヶ
浜
半
島
の
戦
跡
め
ぐ
り
」

　

〜
戦
争
遺
跡
が
語
る
も
の
〜

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
弓
ヶ
浜
半
島
に
残
る
戦

争
遺
跡
や
資
料
か
ら
見
え
て
き
た
戦

時
下
の
基
地
の
姿
を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
下

さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
24
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館　

▼
講　

師

　

定
岡　

敏
行
さ
ん
（
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
境
港
市
実
行
委
員
会
）

▼
定　

員　

25
人　

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日
（
木
）

※
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

妖
怪
文
化
伝
承
講
座

　

本
市
出
身
の
漫
画
家
・
水
木
し
げ

る
先
生
が
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
妖

怪
文
化
」
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
そ

の
魅
力
を
伝
承
す
る
た
め
に
、
妖
怪

文
化
伝
承
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と　

き

◇
第
１
回　

１
月
23
日
（
日
）

◇
第
２
回　

２
月
20
日
（
日
）

◇
第
３
回　

３
月
13
日
（
日
）

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時

※
３
回
と
も
内
容
は
異
な
り
ま
す
の

　

で
、
ぜ
ひ
３
回
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

▼
内　

容

　

水
木
し
げ
る
先
生
が
妖
怪
文
化
へ

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た

「
の
ん
の
ん
ば
あ
」
の
お
話
や
、
妖

怪
へ
の
思
い
な
ど

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
、
受
講
希
望
の
回
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
定　

員　

各
回
50
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市　

観
光
振
興
課　

観
光
振

興
係　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
８

　
　
　
　
　
　
　

●
44
‐
７
９
５
７

●k
a
n
k
o
@
c
ity

.sa
k
a
im
in
a
to
.

　

lg
.jpみ

ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推
進
会
議
委
員

　　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
市

民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の
取
り

組
み
に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
う

「
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
（
平
日

夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
）

▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

　

の
う
え
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
任　

期

　

３
月
下
旬
の
会
議
か
ら
２
年
間

▼
業
務
内
容

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
諸
課
題

の
協
議
、
市
民
活
動
補
助
金
の
審
査
、

参
加
と
協
働
の
実
施
状
況
の
評
価
等

▼
会
議
開
催　

年
５
回
程
度

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
酬
を
支
給

　

し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

自
己
紹
介
と
応
募
の
動
機
を

４
０
０
字
（
原
稿
用
紙
１
枚
）
程
度

に
ま
と
め
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
応
募
期
限

　

１
月
31
日
（
月
）
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市　

地
域
振
興
課　

企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　

●
47
‐
１
２
０
５

●c
h
iik
ish

in
k
o
u
@
c
ity

.sa
k
a
im
i

　

n
a
to
.lg
.jp

会
計
年
度
任
用
職
員

　

資
格
要
件
等
の
詳
細
は
、
窓
口
で

配
布
す
る
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
４
月
１
日
採
用
】

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

◇
人
権
教
育
推
進
員　

１
人
程
度

◇
道
路
維
持
管
理
員　

１
人
程
度

◇
社
会
教
育
指
導
員　

１
人
程
度

▼
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

◇
保
育
士　

５
人
程
度

▼
試
験
日　

２
月
13
日
（
日
）

▼
応
募
期
限　

１
月
31
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
子
申
請
、
郵
送
ま
た
は
持
参

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９
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informationinformation

ス
キ
ー
教
室
・
大
会
参
加
者

【
令
和
４
年　

市
民
ス
キ
ー
教
室
】

▼
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
者
お
よ
び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

※
午
前
９
時
30
分
に
だ
い
せ
ん
ホ
ワ

　

イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

　

ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト

▼
講　

師

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

▼
受
講
料　

２
０
０
０
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）　

10
人

▼
申
込
期
限　

２
月
４
日
（
金
）

【
第
53
回
境
港
市
民
総
合
体
育
大
会

（
ス
キ
ー
競
技
の
部
）
兼
第
66
回
境

港
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
】

▼
と　

き

　

２
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ

ゾ
ー
ト
（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
ス
キ
ー
の
部

　

小
学
生
男
子
、
小
学
生
女
子
、
一

般
男
子
（
中
学
生
以
上
）
、
一
般
女

子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）
、

男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）
、
女
子
の

部
（
オ
ー
プ
ン
）

※
年
齢
基
準
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
。

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
者
お
よ
び
勤
務
者
並
び

に
境
港
市
ス
キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
、
市
在
住

　

者
・
勤
務
者
以
外
も
認
め
ま
す
。

▼
表　

彰　

各
部
３
位
ま
で
が
入
賞

▼
申
込
期
限

　

２
月
10
日
（
木
）
午
後
５
時

【
共　

通
】

※
競
技
中
の
事
故
に
つ
い
て
、
一
切

　

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
染
症
の
状
況
や
気
象
条
件
な
ど

　

で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）　
　
　

☎
42
‐
６
７
７
０

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者

【
親
子
ト
ラ
ン
ポ
・
ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
】

▼
と　

き　

１
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象

　

幼
児
〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

20
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

１
月
11
日
（
火
）

【
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
】

▼
と　

き　

１
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

中
浜
サ
ン
ト
ピ
ア

　

（
雨
天
時　

幸
神
体
育
館
）

▼
対　

象　

年
小
〜
小
学
２
年
生
と

そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

40
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

１
月
11
日
（
火
）

【
親
子
た
い
い
く
教
室
】

▼
と　

き　

１
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
対　

象　

幼
児
〜
小
学
２
年
生
と

そ
の
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

20
組
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

１
月
14
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ウ
ル
ト

ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

新
市
場
展
示
ス
ペ
ー
ス
愛
称

　

８
月
に
境
漁
港
新
市
場
の
２
号
上

屋
が
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
こ
こ
に
、

調
理
実
習
室
、
お
魚
学
習
室
な
ど
を

設
け
た
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

な
し

▼
応
募
期
限　

１
月
31
日
（
月
）

　

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
賞　

品

◇
最
優
秀
賞
（
１
点
）　

　

境
港
の
水
産
物
５
万
円
相
当

◇
優
秀
賞
（
４
点
）

　

境
港
の
水
産
物
１
万
円
相
当

※
応
募
方
法
等
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
境
港
水
産
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
１
６
７

●h
ttp

s://w
w
w
.p
re
f.to

tto
ri.

　

lg
.jp
/sa

k
a
io
ffi c

e

男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
委
員

　　

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
等
の
調

査
審
議
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
（
平
日

昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
）

▼
募
集
人
員　

若
干
名

※
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

▼
任　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
会
議
開
催　

年
２
回
程
度

▼
応
募
方
法

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し

て
」
と
題
し
た
４
０
０
字
程
度
の
作

文
を
添
え
て
、
持
参
、
郵
送
、
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
書
式
自
由
）

▼
応
募
期
限　

１
月
31
日
（
月
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０

　

境
港
市
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

●c
h
iik
ish

in
k
o
u
@
c
ity

.sa
k
a
im
i

　

n
a
to
.lg
.jp

ふ
る
さ
と
納
税
の
「
お
礼
の
品
」

　

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
返
礼
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●h
ttp

s://sa
k
a
im
in
a
to
.ta

x
-fu

　

ru
sa
to
.jp
/in
d
e
x
.p
h
p
?
v
ie
w
=

　

4
9
3
5

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
の
応
募
期
限

　

２
月
28
日
（
月
）
午
後
５
時

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課　

☎
47
‐
１
０
６
７

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
。

▼
と　

き

　

１
月
14
日
（
金
）・
28
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

Web

相相  

談談

Web

Mail
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informationinformation

納
税
相
談

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
場
合
の
猶
予
制
度
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
、
無
担
保
・
延
滞
金
な
し
で
納
税

の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

　

収
入
が
前
年
若
し
く
は
前
々
年
同

月
と
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
い

て
、
か
つ
一
時
に
納
付
で
き
な
い
者

▼
申
請
対
象

◇
令
和
２
年
度
徴
収
猶
予
許
可
分

◇
令
和
３
年
度
課
税
分

▼
申
請
期
限　

納
期
限
ま
で

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
時

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　

２
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
納
め
る

　

金
額
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
「
生
涯
現
役
求
人
」
を
中
心

に
お
仕
事
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
木
曜
日

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会　

㏌　

プ
ラ
ン
ト
５
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
職
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
お
仕
事
の
事
な

ら
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

◇
１
月
11
日
（
火
）、
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
県
立
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
土
曜
日

　

も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

※
「
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
」
も

　

開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

本
紙
32
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

　　　～新春～「境港市健康まつり」

▼と　き　１月１６日（日）～２８日（金）午前９時～午後４時３０分

　　　　　（土・日曜日は午前9時～正午）

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇展示　応募作品の展示（２０２２年の健康目標・境港の自慢食材を使った健康食レシピ）、 子どもたちが作りあげる壁画、

　　　　健康づくり・精神保健関係団体等の情報（運動、栄養、こころ、福祉など）、健康づくりのための本紹介（期間中

　　　　貸し出しもできます）

◇健康チャレンジ　次の①～⑥のいずれか１つ以上に取り組み、健康推進課へ応募してください。

　　　　　　　　　（詳細は、市ホームページに掲載します。）

　①まつりのチラシに掲載の健康クイズにチャレンジする　②まつり期間中に１日８０００歩以上歩いて万歩計に記録する

　③まつり期間中に禁煙にチャレンジする（喫煙者）　④普段飲んでいる汁物を健康推進課で塩分測定する

　⑤各種健康診査・がん検診を一つでも受けた、あるいは予約する

　⑥健康づくり動画の視聴をする（講師　フィットネス＆スタジオユミナ２４）（視聴方法は市ホームページをご覧ください）

◇講座「小中高生におけるスポーツ障がいの予防とケア　～成長期の身体の特徴を知って負担のかからない動きを身に

　　　つけましょう～」（講師　元町病院　整形外科　藤瀨一臣医師、理学療法士　田村淳氏）

　・とき　１月１６日（日）午前1０時～１１時３０分　　・ところ　保健相談センター　　・定員　３０人程度

　※要事前予約（予約締切　１月１３日（木））

　※終了後、希望者（保護者）を対象に肺年齢のチェックも行えます。

　　肺年齢チェックのみの参加も可能です。（９時３０分～１１時２０分に実施。定員あり。要予約。）

　※肺年齢チェックは、感染予防対策のため、参加条件があります。お問い合わせください。

※バザーや食べ物の販売なども実施しています。

▼以下に該当する人全員に記念品をお渡しします

　記念品は、ご本人が健康推進課へ取りに来てください。

　・２０２２年の健康目標、健康食レシピへの応募者　・健康チャレンジ、講座、肺年齢チェック参加者

▼予約・問い合わせ先　健康推進課　保健係　☎４７－１０４１、１０４３

健康まつりの情報は
市ホームページをチェック

31　令和４年１月



認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

※事前の検温と、マスクの着用（大人のみ）をお願いします。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１月１７日（月）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　１月生まれの誕生会＆親子歯みがき教室

　　　　　身体計測、手形・足形　など

▼持ち物（歯みがき教室）

　歯ブラシ、コップ、手拭きタオル

▼定　員　◇誕生会　１３組

　　　　　◇親子歯みがき教室　１５組

▼申込期間　１月４日（火）～１４日（金）

【０歳さんあつまれ～！】※要事前申し込み

▼対　象　満１歳までの親子

▼と　き　１月２５日（火）、２６日（水）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　ベビーマッサージ

　　　　　月齢に応じたグループに分かれての交流

　　　　　離乳食・発達・しつけなどの相談

　　　　　身体計測、手形・足形　など

▼持ち物　バスタオル

▼定　員　各日１２組

※２６日（水）は、助産師が参加します。

▼申込期間　１月４日（火）～１９日（水）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　　　　　※１月４日（火）はお休みします。

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

すまいる　育成保育園
【バランスボールで ”わたし ”のカラダを整える】

※要事前申し込み

▼対　象　未就園児親子、保護者のみ

▼と　き　１月２１日（金）午前１０時～１１時

▼講　師　

　安田美雪さん（バランスボールインストラクター）

▼定　員　４人

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくはお問い合わせください。

▼申し込み・問い合わせ先

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ

ください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先

と同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か

ら、掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期

となる場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

「働くママを応援する」

子育て応援お仕事相談
　「扶養範囲内」「日祝休み」「学校行事への対応」な

ど子育てしながらご自身にあった仕事選びをサポート

いたします。

▼と　き　毎週月曜日～土曜日

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　☆比較的空いている土曜日がおすすめ！

▼ところ　県立境港ハローワーク

　　　　　☎４４－３３９５

　（市役所別館１階　ハローワークに入って左側）

市報さかいみなと　32



　　

☆乳幼児健康診査・相談の日程

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日
※1月1日はお休みします

14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  1月25日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和3年 6月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  2 月  8 日（火） 令和3年 7月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  1月12日（水） 令和2年 6月生まれの幼児

  2月17日（木） 令和2年 7月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  1月13日（木） 平成30年 10月生まれの幼児

  2月24日（木） 平成30年 11月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

  2 月  1 日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

妊活相談
9：30～ 11：30
（受け付けは11：00まで）

お子さんを希望する人

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和３年２、５、８月の人は、

　１月３１日（月）が申請期限ですので、ご注意く

　ださい。

　　また、令和３年６月生まれのお子さんの場合は、

　６カ月児健康診査の時にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和３年８～１０月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和３年５～７月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和３年２～４月 出生月の９～１１カ月後

両親学級
※要事前申し込み

▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

　　　　　妊婦さんお一人の参加もOKです。

▼と　き　１月２３日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分 

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容　

①ようこそ赤ちゃん　～沐浴実習～

②妊婦体験

▼申込期限　１月２０日（木）

※託児もあります。

　申し込みの時にお知らせください。

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用

　でご参加ください。

　また、体調不良の場合は、参加の見合わせをお願

　いします。

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課　保健係　☎４７－１０４２
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今月の新規図書

【一般書】

◇日本迷信集　　　　　　　　　（今野圓輔）

◇絶滅危惧動作図鑑　　　　　　（薮本晶子）

◇日本の名句・名歌を読みかえす（高橋順子）

◇フランス革命の女たち　　　（池田理代子）

◇人気の改良メダカ〈上手な飼い方〉（森文俊）

◇きのこ図鑑　　　　　　　　　（牛島秀爾）

◇通訳の仕事始め方・続け方

◇知って楽しいカモ学講座　　　（嶋田哲郎）

◇道路を渡れない老人たち　　　（神戸利文）

◇花束は毒　　　　　　　　（織守きょうや）

◇鳥取のトリセツ

【児童書】

◇スピノサウルス　　　　　　　（柏崎義明）

◇まほうのあめだま　　　　　　（安房直子）

◇いろどろぼう　　　　　　　（中垣ゆたか）

◇ブレーメンのおんがくたい　　　（グリム）

◇ぎんいろのねこ　　　　　（あまんきみこ）

◇区立あたまのてっぺん小学校　（間部香代）

◇おばあちゃんもこどもです（いもとようこ）

◇ひよこはにげます　　　　　　（五味太郎）

◇自然の一生図鑑　　（サム・ファルコナー）

◇パパもママもボクがしんぱい（神山ますみ）

◇まーるいまーるい　　　　　（せなけいこ）

　　　　　　　　　　　　　　　計２２８冊

☆貸出冊数・期間　　　１人１０冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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　図書館関連 催し物

◇１月　５日（水）けんと君のメダカのお話し会

◇１月１５日（土）ベトナムについてのお話し会

◇１月２２日（土）リサイクル市

◇１月２２日（土）神原リカさんの図書館怪談会

◇２月　８日（火）鳥の劇場公演「どろぼうがっこう」

◇２月１９日（土）劇団 Bee 公演

　その他、市民図書館の歴史展示やメッセージコーナーも

あります。どうぞご来館ください。

市民交流センターの建設に向けて⑳
　市民交流センター（みなとテラス）全体的に内装の仕上

げ工事です。図書館部分は、学習室や事務室の壁部分が作

られ、天井部分も完成の雰囲気が分かるようになってきて

います。館内の内装を仕上げていくための材料や道具が所

狭しと置かれ、工事の慌ただしさが感じられます。新年に

なり、工事もあと数カ月となりました。体調に気を付けて

よろしくお願いします。

感謝の気持ちを込め、クロージングイベントをします

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

　１月１５日（土）

　２月　５日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

お忘れなく！
 市県民税（４期）　　　　　　　　国民健康保険税（７期）
 後期高齢者医療保険料（７期）　　介護保険料（５期）
　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は １月３１日（月） です
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します
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－境港市の人口－
　　男　：16,077人（0）

　　　女　：17,186人（－ 11）
　　合　計：33,263人（－ 11）
　　世帯数：15,316世帯（＋14）

　※令和３年11月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　１月１３日（木）
　２月１０日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　１月１４日（金）
　２月　４日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　１月１２日（水）
　２月　９日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　１月　７日（金）
　１月２１日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　１月２０日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
　１月１１日（火）
　２月　８日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　１月２４日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

1月 15日（土） 松本英三木版画展
海とくらしの史料館
老人福祉センター
同時開催

9：30～
17：00

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

木版画展のみ
無　料

1月 20日（木）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会
「ニューフォーク大百科事典より」
フォークソング特集

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

1月 27日（木）
市民交流センタースタートアップ事業　　　　　　　　　　　　　　　
石上真由子ヴァイオリンコンサート

文化ホール 19：00～
境港市教育委員会
☎47－ 1093

500円

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。

　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。

　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育って
ね☆

市ホームページの
応募フォームから
ご応募ください。

野
のむら

村　真
まさひろ

広 ちゃん

（令和３年２月２６日生）（清水町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

お兄ちゃんの背中を見て、何でも出来る

ようになってきたね。まーくん大好きだよ！

野
のむら

村　武
たけひろ

広 ちゃん

（令和元年１０月１７日生）（清水町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

毎日出来ることが増えてきたね！とっても

やんちゃなたけちゃんが大好きだよ！

ＱＲコードが読み取れない場合

https://www.city.sakaiminato.lg.jp/

index.php?view=110567


